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ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
対
す
る
非
道
な
暴
力
が
パ
リ
と
中
東

で
続
い
た
。
私
た
ち
の
仕
事
と
言
論
の
自
由
に
対
す
る
重
い

問
い
か
け
と
な
っ
た
。

　

過
激
派
組
織「
イ
ス
ラ
ム
国
」は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
後

藤
健
二
さ
ん
ら
２
人
を
拘
束
し
脅
迫
し
た
。
後
藤
さ
ん
は
危

険
を
知
り
つ
つ
現
場
取
材
に
入
っ
た
。
人
ご
と
で
は
な
い
。

１
月
21
日
、「
自
由
な
取
材
を
阻
む
も
の
」と
解
放
を
求
め

る
声
明
を
発
表
し
た
。
２
月
１
日
、
殺
害
映
像
が
公
開
さ
れ

「
暴
力
を
使
っ
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
脅
か
す
行
為
」と
非

難
声
明
を
出
し
た
。
伊
藤
芳
明
理
事
長
と
相
談
し
、
理
事
の

了
解
を
得
た
。
取
材
で
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
日
本
人
記
者
に

関
し
て
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
が
初
め
て
出
す
声
明
と
な
っ
た
。

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
刊
行
物
の
表
現
ゆ
え
に
殺
さ
れ
た
パ

リ
の
シ
ャ
ル
リ
・
エ
ブ
ド
襲
撃
事
件（
１
月
７
日
）。
同
紙

は
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
風
刺
画
を
翌
週
号
の
表
紙
に
載
せ

た
。
こ
の
風
刺
画
を
転
載
す
る
か
ど
う
か
、
世
界
中
の
メ
デ

ィ
ア
が
割
れ
、
日
本
で
も
分
か
れ
た
。
表
現
の
自
由
に
限
度

は
あ
る
の
か
、
ど
こ
ま
で
自
制
す
べ
き
か
、
議
論
は
続
く
。

　

新
研
究
会「
イ
ス
ラ
ム
の
視
点
」な
ど
で
、
多
角
的
に
考

え
た
い
。＝
２
面
に
声
明
全
文
な
ど
関
連
記
事�

（
中
井
良
則
）

今月のことば
「
イ
ス
ラ
ム
の
気
高
い
教
え
や
原
則
を
か
た
っ
て
、こ
の
よ
う
な

野
蛮
な
行
為
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
対
し
遺
憾
の
意
を
表
し
ま
す
」

　

人
質
事
件
を
受
け
て
会
見
し
た
駐
日
ア
ラ
ブ
外
交
団
の「
声
明
文
」

　

か
ら（
１
・
27
）�

８
㌻

「
万
人
に
課
す
消
費
税
で
は
な
く
、
富
裕
層
に
高
税
を
課
し
、
若

い
世
代
の
所
得
税
を
引
き
下
げ
る
政
策
が
必
要
」

　

ピ
ケ
テ
ィ
・
仏
経
済
学
者（
１
・
31
）�

９
㌻

パリ　反テロ集会
1月11日、レピュブリック広場。風刺紙銃撃事件などの犠牲者を追悼するために多くの人々が
集まった（ＡＦＰ＝時事）

報
道
の
自
由
　
暴
力
で
阻
む
な

日
本
人
人
質
事
件
で
声
明
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民主党代表選立候補者討論会 3

クラブゲスト
「2015年経済見通し」柯隆・富士通総
研／渡辺博史・国際協力銀行／加藤
出・東短リサーチ／フェルドマン・モ
ルガン・スタンレーMUFG証券 4

見田宗介・東大名誉教授、大澤真幸・元
京大教授／榊原定征・経団連会長 5

吉川元偉・国連大使／エスピノス・世界
空手連盟会長／ラドスース・国連PKO局
長 6

ワルストロム・国連事務総長特別代表（防
災担当）／後藤政子・神奈川大名誉教授
／ローバック・駐日スウェーデン大使 7

シベリウス生誕150周年記念会見
／渡邊啓貴・東京外語大教授／駐日
アラブ外交団声明発表　シアム・
駐日パレスチナ大使 8

ピケティ・仏経済学者 9

試写会　KANO 9

記者ゼミ　ネット時代のマスメデ
ィア編
我孫子和夫・元AP通信北東アジア総支
配人 10

マイBOOKマイPR
民主党代表選討論会実施要領メモ
 10

ワーキングプレス 11

仏シャルリ・エブド銃撃事件
� 共同通信社　松村　圭
佐賀発　保守王国・佐賀の乱 12

争点は農協改革ではない　中央へ
の“憤り”だった
� 佐賀新聞社　古賀史生
被災地通信　栃木県塩谷町 13

指定廃棄物最終処分場の行方
� 共同通信社　西本晴香
書いた話書かなかった話 14‣15

成長目指す韓国の姿送った“七人の侍”
産経初代ソウル支局長のころ
� 野美山薫
リレーエッセー 16

私が会ったジャン＝マリー・ルペンさん
デマゴーグは社会の体温計
� 朝日新聞社　国末憲人
新年互礼会員懇親会 17

2014年予想アンケート結果発表／
表彰式
寄贈書 18

会
見
録
音
の
公
開
始
ま
る

佐
藤
栄
作
、
鄧
小
平
…
肉
声
で
聴
く
現
代
史

音
声
録
音
が
残
っ
て
い
た
。
テ
ー
プ
が
劣

化
し
て
貴
重
な
資
料
が
消
え
て
し
ま
う
前

に
デ
ジ
タ
ル
化
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、

長
く
保
存
し
必
要
に
応
じ
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
重
要
な
会
見
の
音
声
録

音
は
順
次
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
新
設
し
た

「
音
声
ア
ー
カ
イ
ブ
」ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ

し
て
い
く
が
、
そ
の
第
一
弾
と
し
て
20
人

を
選
び
公
開
し
た
。

　

佐
藤
栄
作
首
相
、
田
中
角
栄
首
相
や
フ

ォ
ー
ド
米
大
統
領
、
司
馬
遼
太

郎
ら
作
家
も
い
る
。
鄧
小
平
会

見
は
１
９
７
８
年
、
尖
閣
諸
島

の「
棚
上
げ
」を
語
っ
た
歴
史

的
な
も
の
だ
。
ゲ
ス
ト
の
肉
声

の
証
言
と
し
て
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

�

（
専
務
理
事　

中
井
良
則
）

　
「
イ
ス
ラ
ム
国
」に
よ
る
日
本
人
人
質
事

件
に
つ
い
て
発
表
し
た
声
明
は
次
の
通
り
。

◆
１
月
21
日

　

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
、
過
激
派
組
織

「
イ
ス
ラ
ム
国
」が
取
材
活
動
中
に
拘
束

さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
含
む
２
人
の

日
本
人
を
人
質
に
し
て
、
身
代
金
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
殺
害
す
る
と
日
本
政
府
に
要

求
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
強
く
抗
議
す

る
と
と
も
に
、
人
質
の
無
事
、
か
つ
即
時

の
解
放
を
求
め
る
。

　

人
命
を
盾
に
と
り
金
銭
を
要
求
す
る
卑

劣
な
行
為
は
、
許
さ
れ
な
い
。

　

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

と「
報
道
の
自
由
」の
発
展
に
努
め
て
い

る
。今
回
の
事
件
は
、民
主
主
義
の
根
幹
で

あ
る「
報
道
の
自
由
」を
暴
力
で
脅
か
し
、

自
由
な
取
材
活
動
を
阻
む
も
の
で
あ
る
。

◆
２
月
１
日

　

過
激
派
組
織「
イ
ス
ラ
ム
国
」は
湯
川

遥
菜
さ
ん
に
続
き
後
藤
健
二
さ
ん
を
殺
害

し
た
と
す
る
映
像
を
公
開
し
た
。

　
「
イ
ス
ラ
ム
国
」の
こ
う
し
た
行
為
を

強
く
非
難
す
る
。

　

パ
リ
の
週
刊
紙
襲
撃
事
件
と
今
回
の
日

本
人
人
質
殺
害
事
件
で
、
実
行
犯
グ
ル
ー

プ
は
、
い
ず
れ
も
イ
ス
ラ
ム
教
の
名
の
下

に
犯
行
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
両
事
件
と
も
、
暴
力
を
使
っ
て

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
脅
か
す
テ
ロ
行
為
で

あ
り
、「
報
道
の
自
由
」を
活
動
の
基
盤

と
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
団
体
で
あ
る
当

ク
ラ
ブ
は
、
こ
の
よ
う
な
凶
行
を
今
後
と

も
断
じ
て
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

フ
ラ
ン
ス
週
刊
紙
襲
撃
事
件
に
つ
い

て
、
伊
藤
芳
明
理
事
長
は
１
月
15
日
の
新

年
互
礼
会
の
冒
頭
、
次
の
よ
う
に
述
べ
、

抗
議
を
表
明
し
た
。

　
「
パ
リ
で
わ
れ
わ
れ
と
同
じ
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
に
対
す
る
テ
ロ
攻
撃
が
あ
り
、
17
人

が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
言
論
機
関
に
対

す
る
テ
ロ
攻
撃
に
あ
ら
た
め
て
強
く
抗
議

す
る
と
と
も
に
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に

深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。同
時
に
、わ

れ
わ
れ
が
大
事
に
し
て
き
た
表
現
の
自
由

に
つ
い
て
、ど
こ
ま
で
認
め
ら
れ
る
の
か
、

と
い
う
非
常
に
重
い
課
題
も
突
き
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
常
に
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
」

　

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
創
立
45
周
年
記
念
事

業
の
１
つ
で
あ
る「
会
見
録
音
の
デ
ジ
タ

ル
保
存
」が
終
了
し
、
重
要
な
会
見
録
音

の
公
開
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
始
め
た
。

　

２
０
０
９
年
11
月
か
ら
の
記
者
会
見
は

ビ
デ
オ
録
画
し
、
ゲ
ス
ト
の
了
解
を
得
て

動
画
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
日
本
記
者
ク
ラ

ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
公
開
し
て
い
る
。
そ
れ

以
前
の
会
見
は
約
３
８
０
０
本
に
の
ぼ
る

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
や
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
の

音声アーカイブ公開の20人
（＊印は会見詳録あり・肩書は当時・日付は会見日）

佐藤栄作 首相 １９７０．₄．１０
田中角栄 首相 １９７２．１０．₆
フォード 米大統領＊ １９７４．１１．２０
三木武夫 首相 １９７５．₁．１６
司馬遼太郎 作家＊ １９７６．₅．２８
宮本顕治 共産党委員長 １９７６．₆．₄
福田赳夫 首相＊ １９７７．₁．１７　
植村直巳 冒険家 １９７８．₉．１２
鄧小平 中国副首相＊ １９７８．１０．２５
大平正芳 首相 １９７９．₁．２２
アラファト PLO議長 １９８１．１０．１４
サッチャー 英首相 １９８２．₉．２１
胡耀邦 中国共産党総書記＊ １９８３．１１．２６
森繁久弥 俳優＊ １９８４．₇．１８
井上ひさし 作家＊ １９８６．₅．２６
土井たか子 社会党委員長＊ １９８６．₉．２９
ハルバースタム 米ジャーナリスト １９８７．₅．２５
ゴルバチョフ ソ連大統領＊ １９９１．₄．１９
金大中 韓国前民主党共同代表 １９９５．₄．１２
マンデラ 南ア大統領 １９９５．₇．₅

45 周 年
記念事業

「
イ
ス
ラ
ム
国
」人
質
事
件
の
声
明

仏
週
刊
紙
襲
撃
事
件
で
抗
議
理
事
長
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て
き
た
。
政
治
家
は
自
分
の

言
葉
に
責
任
を
持
つ
べ
き
で

は
な
い
か
」。
仕
掛
け
ら
れ

た
細
野
氏
の
顔
に
緊
張
が
走

る
。
天
下
国
家
の
議
論
に
は

長
け
る
も
の
の
、
謀
略
知
略

の
図
太
さ
に
は
欠
け
る
。
そ

ん
な
印
象
が
強
か
っ
た
民
主

党
の
、「
ら
し
く
な
い
」
一

場
面
だ
っ
た
。
こ
れ
が
新
た

な
民
主
党
の
た
く
ま
し
さ
や

し
た
た
か
さ
に
つ
な
が
れ

ば
、
と
も
思
う
。

総
合
司
会　

日
本
テ
レ
ビ

�

小
栗　

泉

●
再
び
政
権
担
う
日
は
…

衆
議
院
で
１
０
０
議
席
に
も

届
か
な
い
民
主
党
代
表
選

で
、
果
た
し
て
盛
り
上
が
る

の
か
と
心
配
し
て
い
た
。
し

か
し
本
命
岡
田
、対
抗
細
野
、

そ
こ
に
大
穴
長
妻
の
参
戦
で

討
論
ら
し
く
な
っ
た
。
３
人

の
年
齢
差
は
ほ
ぼ
10
歳
ず

つ
。
最
年
長
の
岡
田
氏
の
老

獪
さ
が
に
じ
み
出
た
が
、
安

全
保
障
観
で
岡
田
・
細
野
に

●
新
た
な
民
主
党
に
つ
な
が
る
？

岡
田
氏
が
、「
ら
し
く
な
い
」言
動
に
出
た
。
衆
議
院
選

挙
の
前
に
、
細
野
氏
が
維
新
の
党
と
の「
合
併
を
提
案
し

大
き
な
違
い
が
な
い
こ
と
に
与
党
経
験
の

重
さ
を
感
じ
た
。
再
び
政
権
を
担
う
日
は

い
つ
か
？　

民
主
党
自
主
再
建
論
で
た
ど

り
着
け
る
の
か
？　

ひ
と
と
き
、
想
像
の

翼
を
広
げ
た
。

�

第
一
部
司
会　

Ｎ
Ｈ
Ｋ　

島
田
敏
男

●
政
権
奪
取
の「
覚
悟
」問
う

安
倍
自
民
党
に
代
わ
り
う
る
選
択
肢
の
必

要
性
は
衆
院
選
で
も
痛
感
し
た
。
民
主
党

が
そ
の
存
在
に
復
活
で
き
る
の
か
。
冒
頭

に
あ
え
て
次
期
衆
院
選
の
見
通
し
と
候
補

擁
立
方
針
を
聞
い
た
の
は
、
そ
の
覚
悟
を

問
う
た
め
だ
っ
た
。
３
候
補
と
も
来
夏
の

衆
参
ダ
ブ
ル
選
を
想
定
す
る
と
答
え
た
。

な
ら
ば
期
限
は
１
年
半
。
衆
院
選
で
は
不

戦
敗
に
終
わ
っ
た
選
挙
区
も
多
い
。
自
主

再
建
か
野
党
再
編
か
。
そ
の
戦
略
も
衆
院

選
を
見
据
え
た
も
の
に
な
る
は
ず
だ
。
誰

が
次
期
代
表
に
選
ば
れ
て
も
厳
し
い
道
だ

が
、
奮
闘
に
期
待
し
た
い
。

�

代
表
質
問　

共
同
通
信　

川
上
高
志

●
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
へ
の
対
応
は

「
好
循
環
」と
い
う
名
の
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ

ン
を
打
ち
出
す
自
民
党
。「
分
厚
い
中
間

層
復
活
」の
民
主
党
。
総
選
挙
を
経
て
経

済
政
策
の
違
い
が
鮮
明
に
な
っ
た
中
で
の

代
表
選
だ
。
討
論
会
で
は
格
差
解
消
、
所

得
再
配
分
機
能
強
化
な
ど
の
主
張
に
大
き

な
差
は
な
か
っ
た
。
安
全
保
障
政
策
を
め

ぐ
る
見
解
や
原
発
再
稼
働
へ
の
姿
勢
と
は

好
対
照
。
と
は
い
え
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
へ
の

対
応
に
関
す
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
を
突
い

て
議
論
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
は
質
問
者
の
責
任
と
深
く
反
省
。

�

代
表
質
問　

時
事
通
信　

軽
部
謙
介

●「
地
方
枠
」に
感
謝

地
方
を
ど
う
や
っ
て
再
生
す
る
の
か
。
安

倍
政
権
が
掲
げ
る「
地
方
創
生
」と
は
ひ

と
味
違
う
方
策
を
引
き
出
す
べ
く
質
問
団

に
加
え
て
も
ら
っ
た
が
、
具
体
性
に
欠
け

る
回
答
の
ま
ま
終
え
て
し
ま
っ
た
。
公
共

事
業
に
つ
い
て
も
建
前
論
に
と
ど
ま
り
、

反
省
す
る
次
第
だ
。
た
だ
今
回
、「
地
方

の
視
点
」と
い
う
貴
重
な
時
間
枠
を
設
け

て
く
だ
さ
っ
た
企
画
委
員
会
の
皆
さ
ま
に

感
謝
。
も
し
次
の
機
会
が
あ
る
な
ら
ば
、

質
問
に
磨
き
を
か
け
て
臨
み
た
い
。

�

代
表
質
問　

西
日
本
新
聞　

原
田
正
隆

●〝
暴
露
〟に
関
心
、
歴
史
観
も

民
主
党
代
表
選
に
は
３
人
が
出
馬
。
世
代

的
に
も
40
代
、
50
代
、
60
代
と
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
て
い
て
討
論
に
も
熱
が
こ
も
っ
て

い
た
。
質
問
す
る
立
場
か
ら
は
、
岡
田
―

細
野
両
候
補
の
維
新
の
党
を
め
ぐ
る
暴
露

内
容
に
ニ
ュ
ー
ス
的
な
関
心
が
集
中
し
た

も
の
の
、
長
妻
候
補
を
は
じ
め
、
戦
後
70

年
に
関
す
る
各
候
補
の
歴
史
観
を
詳
細
に

聞
け
た
の
は
、
取
材
す
る
現
場
の
若
手
記

者
に
と
っ
て
も
大
変
参
考
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
こ
う
し
た
議
論
の
広
が
り
を

党
再
生
に
生
か
せ
る
か
注
視
し
た
い
。

�

代
表
質
問　

テ
レ
ビ
朝
日　

川
村
晃
司

民
主
党
代
表
選
立
候
補
者
討
論
会（
1
・
８
）

実
施
要
領
メ
モ
は
１０
ペ
ー
ジ
に
掲
載
　

討
論
会
前
に
書
い
た
揮
ご
う
を
手
に
＝
左
か
ら
長
妻
昭
、
細
野

豪
志
、
岡
田
克
也
の
各
氏　

１
月
18
日
の
投
開
票
の
結
果
、
岡

田
氏
が
新
代
表
に
就
任
し
た

野党第１党の再生なるか
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２
０
１
５
年
の
日
本
経
済
は
―
―
。
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
４
人
の
見

立
て
は「
楽
観
」と「
慎
重
」の
間
で
、
か
な
り
幅
が
あ
っ
た
。

　

今
年
で
13
回
目
と
最
多
登
壇
の
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
氏

は
、
最
も
楽
観
的
。「
よ
う
や
く
円
安
が
効
い
て
き
た
」と
言
う
。

輸
出
数
量
が
増
え
始
め
、訪
日
外
国
人
観
光
客
は
倍
増
の
勢
い
で
、

ど
ち
ら
も
伸
び
が
続
く
と
み
る
。

　

原
油
安
も
追
い
風
。
１
バ
レ
ル
＝
50
㌦
前
後
で
い
け
ば
、
他
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
へ
の
波
及
も
あ
り
年
間
７
〜
８
兆
円
、
ほ
ぼ
消

費
増
税
３
％
相
当
分
の
節
約
に
な
る
。
効
果
は
大
き
く
15
年
度
の

実
質
経
済
成
長
率
が「
２
％
を
超
え
て
も
お
か
し
く
な
い
」と
強

気
だ
。
雇
用
の
改
善
で
賃
金
も
上
昇
に
向
か
い
、
日
米
金
利
差
の

拡
大
で
若
干
の
円
安
、
株
価
も
上
が
る
と
読
む
。

　

た
だ
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
評
価
は「
第
２
の
矢
」の
財
政
で
社

会
保
障
の
切
り
込
み
が
進
ま
ず
、「
第
３
の
矢
」も
雇
用
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
で
改
革
が
滞
り
、「
正
念
場
の
年
」と
言
う
。

　

日
銀
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
の
加
藤
出
氏
は
、
世
評
が
高
い「
第
１
の

矢
」の
異
次
元
の
金
融
緩
和
に
も
辛
口
の
評
価
。
量
的
緩
和
の
景

気
刺
激
効
果
を
疑
問
視
し
、「
円
安
誘
導
が
本
音
」と
み
る
。

　

日
銀
の
大
量
の
国
債
買
い
入
れ
は
、
事
実
上
の
直
接
引
き
受
け

で
、
消
費
増
税
先
送
り
の
よ
う
に
、
財
政
再
建
を
後
退
さ
せ
か
ね

な
い
と
心
配
す
る
。「
イ
ン
フ
レ
に
な
る
ぞ
、
と
日
銀
が
言
う
ほ

ど
消
費
者
が
財
布
の
ヒ
モ
を
締
め
る
」悩
ま
し
さ
も
指
摘
し
、「
や

み
く
も
に
イ
ン
フ
レ
目
標
の
２
％
を
目
指
さ
な
い
で
、
じ
っ
く
り

企
業
の
も
う
け
る
力
を
高
め
な
が
ら
給
料
が
上
が
る
良
い
循
環
の

中
で
、
じ
わ
り
物
価
が
上
昇
す
る
の
が
望
ま
し
い
」と
言
う
。　

　

渡
辺
博
史
氏
は
、
世
界
経
済
全
体
を
展
望
し「
今
年
中
に
底
を

打
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
な
あ
、
と
い
う
感
じ
」。
昨
年
に
続
き
海

外
メ
デ
ィ
ア
の
カ
ト
ゥ
ー
ン（
漫
画
）を
素
材
に
広
範
、
多
岐
に

わ
た
っ
て
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
こ
こ
で
は
羊
年（
Ｓ
Ｈ
Ｅ

Ｅ
Ｐ
）に
ち
な
み
、
氏
が
挙
げ
た
５
つ
の
注
目
点
を
紹
介
す
る
。

　

①
Ｓ
＝
鈍
い（
Ｓ
ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
）賃
金
上
昇
②
Ｈ
＝
激
化
す
る

（
Ｈ
ａ
ｒ
ｓ
ｈ
ｅ
ｒ
）地
政
学
的
対
立
③
Ｅ
＝
ユ
ー
ロ（
Ｅ
ｕ
ｒ

ｏ
）圏
の
低
迷
④
Ｅ
＝
主
要
中
央
銀
行
の
金
融
緩
和
政
策
の
出
口

（
Ｅ
ｘ
ｉ
ｔ
）の
有
無
⑤
Ｐ
＝
石
油
と
天
然
ガ
ス
の
値
下
が
り（
Ｐ

ｒ
ｉ
ｃ
ｅ

－

ｄ
ｏ
ｗ
ｎ
）。

　
「
中
国
リ
ス
ク
」に
つ
い
て
柯
隆
氏
は
、
向
こ
う
３
年
ほ
ど
公

式
統
計
で
７
％
前
後
の
成
長（
実
態
は
６
％
程
度
）が
続
き
、
不

動
産
バ
ブ
ル
は
金
融
緩
和
で
崩
壊
が
少
し
遠
の
い
た
、
と
み
る
。

　

た
だ
、
李
克
強
首
相
が
旗
を
振
り「
輸
出
・
投
資
依
存
か
ら
消

費
依
存
へ
」「
環
境
負
荷
の
大
き
い
産
業
か
ら
高
度
な
サ
ー
ビ
ス
業

へ
」の
構
造
転
換
な
ど
を
目
指
す「
リ
コ
ノ
ミ
ク
ス
」は「
国
有
企

業
に
邪
魔
さ
れ
失
敗
し
た
」と
断
言
し
た
。

　

共
産
党
高
級
幹
部
、
国
有
企
業
幹
部
、
民
営
企
業
オ
ー
ナ
ー
ら

人
口
の
３
％
、
４
０
０
０
万
人
の
特
権
階
級
が
富
の
大
半
を
独
占

す
る
一
方
、
人
口
の
６
割
の
農
民
は
市
民
権
が
与
え
ら
れ
ず
、
社

会
が
不
安
定
化
し
て
い
る
。
中
期
的
に
は
、
政
治
改
革
を
怠
る
と

成
長
を
持
続
で
き
ず「
中
国
リ
ス
ク
」が
浮
上
す
る
と
み
る
。

日
本
経
済
新
聞
出
身　

土
谷　

英
夫

柯
か

隆
りゅう

富士通総研
主席研究員

１・19（月）司会：村田
泰夫委員／出席：102
人／動画／会見詳録

渡
わた

辺
なべ

　博
ひろ

史
し

国際協力銀行
総裁

１・26（月）司会：安
井孝之委員／出席：92
人／動画

ロバート・フェルドマン
モルガン・スタンレーＭＵ
ＦＧ証券マネージングディ
レクターチーフエコノミスト
１・28（水）司会：大
信田雅二委員／出席：
94人／動画／会見詳録

加
か

藤
とう

　出
いずる

東短リサーチ
社長

１・26（月）司会：安
井孝之委員／出席：82
人／動画

2015年
経済見通し

エコノミストが語る
「楽観」と「慎重」

失
敗
し
た
リ
コ
ノ
ミ
ク
ス 

柯

「
Ｓ
Ｈ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
」な
世
界
に 

渡
辺

イ
ン
フ
レ
目
標
あ
せ
る
な 
加
藤

原
油
安
で
2
％
成
長
も 

フ
ェ
ル
ド
マ
ン
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日
本
を
代
表
す
る
社
会
学
者
の
登
壇
で

あ
る
。
参
加
者
か
ら「
難
解
で
、
よ
く
分

か
ら
な
か
っ
た
」と
い
っ
た
不
満
が
出
た

ら
ど
う
し
よ
う
か
と
心
配
し
な
が
ら
、
会

見
を
始
め
た
が
、
そ
れ
は
杞
憂
だ
っ
た
。

　
「
経
済
と
政
治
は
車
の
両
輪
」と
言
わ

れ
、ど
ち
ら
が
パ
ン
ク
し
て
も
走
れ
な
い
。

最
近
の
経
団
連
会
長（
御
手
洗
元
会
長
、

米
倉
前
会
長
）は「
政
治
」と
の
不
協
和
音

に
苦
し
ん
だ
。
そ
れ
に
比
べ
榊
原
会
長
は

政
治
的
に
は
安
定
な
安
倍
政
権
が
パ
ー
ト

ナ
ー
で
幸
せ
で
あ
る
。

聞
い
た
」と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
。

　

山
形
県
に
疎
開
し
て
い
た
見
田
氏
が
終

戦
の
日
を
迎
え
た
の
は
小
学
校
２
年
生
、

７
歳
の
時
だ
っ
た
。
担
任
の
女
性
教
諭
が

「
米
兵
は
日
本
人
を
串
刺
し
に
す
る
か
も

し
れ
な
い
」と
泣
き
崩
れ
た
そ
う
だ
。

　

そ
の
後
、
日
本
は
米
国
の
庇
護
の
下
で

奇
跡
の
復
興
を
成
し
遂
げ
る
。
見
田
氏
は

「
戦
前
よ
り
も
、
は
る
か
に
明
る
く
楽
し

い
社
会
に
な
っ
た
」と
感
じ
た
。

　

し
か
し
、
い
さ
さ
か
政
治
と
の
距
離
感

が
近
す
ぎ
な
い
か
と
心
配
す
る
向
き
も
あ

る
。
こ
の
日
の
質
疑
で
も「
ズ
ブ
ズ
ブ
の

関
係
で
は
」と
懸
念
が
出
た
。

　

会
長
は
、
こ
の
１
月
に
発
表
し
た
榊
原

ビ
ジ
ョ
ン「『
豊
か
で
活
力
あ
る
日
本
』の

再
生
」を
説
明
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
安

倍
政
権
の
成
長
戦
略
と
重
な
り
合
う
部
分

が
多
い
。
経
済
界
独
自
の
政
策
と
し
て
は

パ
ン
チ
力
が
弱
い
よ
う
に
み
え
た
。

　

独
自
性
と
言
え
ば
、
女
性
会
員
か
ら
質

　

見
田
氏
は
、
戦
後
日
本
の
歩
み
を「
現

実
」の
反
対
語
で
あ
る
３
つ
の
言
葉
に
表

さ
れ
る
時
期
を
経
た
と
分
析
す
る
。
民
主

主
義
や
経
済
の
繁
栄
は
、
最
初
は「
理
想
」

と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
や
が
て「
夢
」に

変
わ
り
、
そ
れ
が「
虚
構
」に
な
っ
て
い

っ
た
。
折
々
の
流
行
歌
や
映
画
な
ど
を
紹

介
し
な
が
ら
、
戦
後
史
を
鮮
や
か
に
解
析

し
て
く
れ
た
。

　

大
澤
氏
は
日
本
人
の
意
識
調
査
を
分

析
。
70
年
代
後
半
ま
で
は
、
高
度
成
長
に

合
わ
せ
る
よ
う
に「
日
本
人
が
優
れ
て
い

る
」と
い
う
意
識
が
上
昇
し
た
が
、
そ
の

後
、
低
下
傾
向
が
続
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

90
年
代
後
半
か
ら
再
び「
優
れ
て
い
る
」

と
い
う
反
応
が
増
え
始
め
る
。
こ
れ
が
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
投
影
で
は
な
い
か
、
と

い
う
。

　

見
田
、
大
澤
両
氏
と
も
、
現
代
世
界
は

資
源
な
ど
の
制
約
か
ら
、
か
つ
て
の
よ
う

な
成
長
は
望
め
ず
、
安
定
期
に
入
っ
て
い

る
と
指
摘
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
成
長
を

志
向
す
る
こ
と
に
無
理
が
あ
る
と
説
い

た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
進
め
る
日
本
に
と

っ
て
重
い
示
唆
で
あ
る
。

　

１
時
間
半
の
予
定
を
20
分
も
オ
ー
バ
ー

し
た
が
、
会
場
か
ら「
も
っ
と
聞
き
た
か

っ
た
」と
い
う
反
応
が
聞
か
れ
て
、
胸
を

な
で
下
ろ
し
た
。

　

企
画
委
員　

朝
日
新
聞
特
別
編
集
委
員

�

星　

浩

問
が
あ
っ
た
女
性
活
躍
目
標
。
政
府
は
女

性
管
理
職
を
２
０
２
０
年
ま
で
に
30
％
へ

と
引
き
上
げ
る
目
標
を
立
て
て
い
る
が
、

榊
原
ビ
ジ
ョ
ン
は
30
年
ま
で
に
30
％
と
先

送
り
。
経
済
界
に
一
層
の
努
力
を
求
め
ら

れ
る
テ
ー
マ
に
は
、
や
や
腰
が
引
け
て
い

る
の
が
気
に
か
か
る
。

　

政
治
家
も
経
済
人
も
、
も
ち
ろ
ん
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
も
小
粒
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

る
時
代
で
あ
る
。
か
つ
て「
財
界
総
理
」

と
尊
称
さ
れ
た
経
団
連
会
長
に
は
首
相
に

も
、
国
の
政
策
に
も
、
あ
る
い
は
国
民
に

対
し
て
も
、
堂
々
と
言
う
べ
き
こ
と
を
言

っ
て
ほ
し
い
、
と
願
う
の
は
無
い
物
ね
だ

り
の
部
類
だ
ろ
う
か
。

　

会
見
前
後
に
来
日
中
だ
っ
た
ト
マ
・
ピ

ケ
テ
ィ
（『
21
世
紀
の
資
本
』の
筆
者
）は
、

富
め
る
者
が
富
ん
で
、
そ
の
お
こ
ぼ
れ
を

多
く
の
国
民
が
受
け
取
る
と
い
う「
ト
リ

ク
ル
ダ
ウ
ン
理
論
」に
は
否
定
的
。
安
倍

政
権
も
経
団
連
も
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
で
日

本
を
成
長
さ
せ
る
と
い
う
思
惑
だ
が
、
榊

原
会
長
は「（
ピ
ケ
テ
ィ
と
は
）矛
盾
は
し

て
い
な
い
」と
真
っ
向
対
立
を
避
け
た
。

　

望
む
ら
く
は「
立
場
は
異
な
る
が
、
私

た
ち
経
済
界
が
し
っ
か
り
稼
ぎ
、
給
料
も

上
げ
、
皆
さ
ん
を
幸
せ
に
し
ま
す
。
任
せ

て
く
だ
さ
い
」と
、
ど
ー
ん
と
胸
を
た
た

い
て
、
言
い
放
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。

　

企
画
委
員　

朝
日
新
聞
編
集
委
員安

井　

孝
之

安定期の現代世界
かつての成長は望めない

榊原ビジョンが目指すもの
安倍政権との距離感は？

見み

田た

　
宗む

ね

介す
け　

東
京
大
学
名
誉
教
授

大お
お

澤さ
わ

　
真ま

幸さ
ち　

元
京
都
大
学
教
授

１・６（
火
）シ
リ
ー
ズ
企
画「
戦
後
70
年　

語
る・

問
う
」⑩
／
司
会
：
星
浩
委
員
／
参
加
：
97
人

榊さ
か
き

原ば
ら

　
定さ

だ

征ゆ
き　

経
団
連
会
長

１
・
30（
金
）昼
食
会
／
司
会
：
石
川
一
郎
理
事

安
井
孝
之
委
員
／
出
席
：
82
人
／
動
画

　

見
田
宗
介

氏（
右
）は
冒

頭
か
ら
、
終

戦
時
の
体
験

談
を
分
か
り

や
す
く
話
し

て
く
れ
た
。

弟
子
で
あ
る

大
澤
真
幸
氏

も「
初
め
て
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今
年
、
設
立
70
年
を
迎
え
る
国
連

は
、
世
界
唯
一
の
普
遍
的
な
国
際
機

関
に
成
長
し
た
。
数
々
の
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
受
賞
歴
が
国
連
の
実
績
を
物

語
っ
て
い
る
が
、
舞
台
裏
で
は
大
国

の
利
害
が
対
立
し
、激
し
い
外
交
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

敗
戦
国
と
し
て
１
９
５
６
年
に
遅
れ
て
国
連
加
盟
を
果

た
し
た
日
本
は
、
安
保
理
非
常
任
理
事
国
の
議
席
を
選
挙

で
勝
ち
取
り
、
日
本
人
を
関
係
機
関
の
ト
ッ
プ
な
ど
重
要

ポ
ス
ト
に
就
け
る
こ
と
に
よ
り
、
発
言
権
・
影
響
力
の
確

保
に
努
め
て
き
た
。「
公
選
法
の
よ
う
な
ル
ー
ル
は
な
く
、

大
使
同
士
、
国
同
士
の
信
頼
関
係
を
ベ
ー
ス
に
し
て
戦
っ

て
い
る
。
選
挙
は
国
連
大
使
の
最
も
重
要
な
仕
事
」と
語

る
吉
川
大
使
か
ら
は
、「
選
挙
戦
」の
苦
労
が
う
か
が
え

る
。
日
本
が
今
年
10
月
の
非
常
任
理
事
国
選
挙
で
選
ば
れ

れ
ば
、
最
多
11
回
目
の
当
選
と
な
る
。

　

国
連
で
も
中
国
の
存
在
感
は
高
ま
っ
て
い
る
。
常
任
理

事
国
の
中
で
最
も
多
く
の
平
和
維
持
部
隊
を
出
し
て
お

り
、
世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）を
含
む
３
つ
の
専
門
機

関
の
事
務
局
長
職
を
確
保
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
人
材
を

送
り
込
ん
で
い
る
。
負
の
側
面
と
し
て
吉
川
大
使
は
、
安

保
理
で
の
拒
否
権
に
つ
い
て
、
以
前
は
中
国
が「
核
心
的

利
益
」と
訴
え
る
台
湾
問
題
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
最
近

は
ロ
シ
ア
と
の
協
力
関
係
を
深
め
、
シ
リ
ア
問
題
な
ど
行

使
の
範
囲
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
た
。

時
事
通
信
外
信
部
長　

岸
田　

芳
樹

　
＂
ネ
マ
ワ
シ
〟は
上
々
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。「
空

手
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
可
能
性
が

あ
る
と
信
じ
て
い
る
」。
言
葉
の
端
々
に
、
悲
願
の
五
輪

種
目
入
り
へ
の
手
応
え
を
感
じ
さ
せ
た
。

　

昨
年
12
月
に
五
輪
開
催
都
市
に
追
加
種
目
の
提
案
権
が

認
め
ら
れ
て
以
来
、
国
際
競
技
団
体
の
会
長
と
し
て
は
一

番
乗
り
で
東
京
入
り
。
会
見
前
に
は
下
村
文
科
相
、
舛
添

東
京
都
知
事
、
東
京
都
議
会
の
高
島
議
長
ら
と
会
談
し
、

「
い
ず
れ
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
反
応
だ
っ
た
」と
明
か
し
た
。

　

関
係
者
に
よ
れ
ば
、
今
回
の
来
日

は「
最
後
の
ダ
メ
押
し
」な
の
だ
と

い
う
。
す
で
に
、
昨
年
６
月
に
菅
官

房
長
官
を
会
長
と
す
る「
空
手
道
推

進
議
員
連
盟
」が
発
足
。
自
民
党
の

有
力
議
員
が
名
を
連
ね
た
。同
11
月
に
は
東
京
都
議
会
で
、

空
手
と
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
東
京
五
輪
で
の
実
施
を

求
め
る
決
議
が
全
会
一
致
で
可
決
。
政
治
家
を
中
心
に
、

東
京
五
輪
関
係
者
と
の
水
面
下
の
調
整
は
着
々
と
進
ん
で

い
る
。

　
「
過
去
３
回
続
け
て
落
選
し
た
が
、
今
回
は
い
い
方
向

に
い
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
」。
同
席
し
た
奈
蔵
稔
久

事
務
総
長
は
余
裕
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
た
。
従
来
は
弱

点
だ
っ
た＂
政
治
力
〟を
十
全
に
行
使
し
た
空
手
。
会
見

は
終
始
、
楽
観
的
な
空
気
が
支
配
し
て
い
た
。

報
知
新
聞
運
動
第
２
部　

塩
谷　

耕
吾

　

外
務
省
報
道
官
、
中
国
大
使
な
ど
を
歴
任
し
た
フ
ラ
ン

ス
の
外
交
官
出
身
で
、
２
０
１
１
年
か
ら
現
職
。

　

Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
任
務
が
、
停
戦
監
視
中

心
の「
伝
統
型
」か
ら
、
内
戦
で
破

壊
さ
れ
た
統
治
機
構
再
生
援
助
な
ど

へ
と
複
雑
化
し
て
い
る
現
状
を
報
告

し
た
。
特
に
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
全
体
の
90
％

が
展
開
中
の
ア
フ
リ
カ
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
や
麻
薬

国
際
組
織
な
ど
の「
非
国
家
集
団
」が
治
安
悪
化
の
元
凶

に
な
っ
て
お
り
、
新
し
い
対
応
が
必
要
だ
と
訴
え
た
。

　

日
本
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
つ
い
て
は
、「
こ
れ
ま
で
の
質
の
高

い
貢
献
に
は
感
謝
し
て
い
る
。
憲
法
の
制
約
は
承
知
し
て

お
り
自
衛
隊
を
紛
争
の
最
前
線
に
派
遣
し
て
も
ら
お
う
と

は
思
っ
て
い
な
い
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
部
隊
派
遣
や
本
部
機
能

強
化
で
の
貢
献
に
期
待
し
て
い
る
」と
要
望
し
た
。
安
倍

政
権
の
安
保
政
策
に
は「
結
果
と
し
て
日
本
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
拡

大
強
化
に
つ
な
が
る
な
ら
私
た
ち
の
目
的
に
も
か
な
う
」

と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

ア
フ
リ
カ
の
マ
リ
で
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
が
青
年
の
両

手
を
切
断
す
る
場
面
を
目
撃
し
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

危
険
な
場
所
で
の
多
数
の
人
命
に
か
か
わ
る
判
断
を
下
す

ポ
ス
ト
だ
が
、
柔
和
な
表
情
を
絶
や
さ
ず
、
ユ
ー
モ
ア
も

忘
れ
な
い
。「
大
人
の
外
交
官
」の
円
熟
味
を
感
じ
た
。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
事
務
局
長　

土
生　

修
一

吉よ
し

川か
わ

　
元も

と

偉ひ
で　

国
連
大
使

10
月
に
非
常
任
理
事
国
選

「
選
挙
は
最
も
重
要
な
仕
事
」

２
０
１
４
・
12
・
16（
火
）記
者
会
見
／
司
会
：
中
井
良
則
専
務
理
事
／

出
席
：
52
人
／
動
画

ア
ン
ト
ニ
オ
・
エ
ス
ピ
ノ
ス　
世
界
空
手
連
盟
会
長

＂
ネ
マ
ワ
シ
＂
上
々
？

４
度
目
の
正
直
で
五
輪
種
目
入
り
な
る
か

１
・
８（
木
）記
者
会
見
／
司
会
：
土
生
修
一
事
務
局
長
／
通
訳
：
野
口

弘
子
／
出
席
：
52
人
／
動
画

エ
ル
ベ
・
ラ
ド
ス
ー
ス　

国
連
平
和
維
持
活
動
担
当
事
務
次
長（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
局
長
）

Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
任
務
が
複
雑
化

日
本
に
は
後
方
支
援
を
期
待

１
・
16（
金
）記
者
会
見
／
司
会
：
土
生
修
一
事
務
局
長
／
通
訳
：
澄
田

美
都
子
／
出
席
：
42
人
／
動
画
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会
見
日
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
発
生
か
ら
20
年
の
節

目
の
直
後
。
神
戸
市
で
の
追
悼
式
典
に
も
出
席
し
、「
高

齢
者
や
家
屋
を
失
っ
た
人
々
の
生
活
再
建
が
整
っ
て
い
な

い
。
災
害
の
記
憶
に
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
ま
も
多
く
存

在
す
る
」と
印
象
を
語
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
後
、
来
日
は
８
回

を
数
え
る
。
被
災
地
に
足
を
運
び
、

行
政
関
係
者
や
住
民
ら
の
生
の
声
に

耳
を
傾
け
て
き
た
。
第
３
回
国
連
防

災
世
界
会
議
が
３
月
、
仙
台
市
で
開

か
れ
る
意
義
に
つ
い
て
、「
被
災
住
民
も
参
加
し
や
す
い
。

被
災
地
視
察
も
あ
り
、
参
加
者
が
復
興
の
状
況
を
自
ら
確

認
し
、
被
災
者
と
話
を
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
だ
」と

強
調
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
は
甚
大
な
津
波
被
害
と
と
も
に
世
界
最

悪
レ
ベ
ル
の
原
子
力
災
害
を
招
い
た
。
仙
台
で
の
会
議
で

取
り
ま
と
め
る
新
た
な
防
災
・
減
災
の
行
動
枠
組
み
に
福

島
第
一
原
発
事
故
を
ど
う
位
置
付
け
る
か
に
関
心
が
集
ま

っ
て
い
る
が
、「
あ
く
ま
で
自
然
災
害
の
副
産
物
と
い
う

脈
絡
で
従
来
と
同
様
、技
術
ハ
ザ
ー
ド
の
１
つ
に
含
め
る
」

と
、
主
題
に
し
な
い
考
え
を
示
し
た
。
い
ま
も
続
く
放
射

性
物
質
に
よ
る
汚
染
や
健
康
不
安
の
現
実
こ
そ
が
世
界
と

共
有
す
べ
き
複
合
災
害
の
経
験
と
教
訓
で
は
な
い
か
、
と

考
え
る
身
と
し
て
は
、
や
や
物
足
り
な
さ
も
感
じ
た
。

河
北
新
報
東
京
支
社
編
集
部　

若
林　

雅
人

　

開
口
一
番「
キ
ュ
ー
バ
に
つ
い
て

は
う
わ
さ
や
固
定
観
念
が
独
り
歩
き

し
て
い
る
」と
ピ
シ
ャ
リ
。
米
国
と

キ
ュ
ー
バ
が
関
係
改
善
に
向
か
う
歴

史
的
な
動
き
の
中
、
勝
手
に
憶
測
さ

れ
が
ち
な
キ
ュ
ー
バ
を
事
実
で
知
る
必
要
を
強
調
し
た
。

　

キ
ュ
ー
バ
に
対
す
る
米
国
の
経
済
制
裁
は「
世
界
一
」

厳
し
く
、
半
世
紀
以
上
も
続
い
た
。
今
回
、
制
裁
緩
和
に

向
け
て
米
国
が
踏
み
出
し
た
の
は
、
キ
ュ
ー
バ
が
米
国
に

と
っ
て
脅
威
で
は
な
く
な
り
、
米
国
内
で
も
関
係
改
善
を

要
求
す
る
声
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る
、
と
語
る
。

　

キ
ュ
ー
バ
革
命
は
理
想
主
義
で
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
基

づ
く
公
正
な
社
会
を
創
ろ
う
と
し
た
。
社
会
主
義
だ
と
決

め
つ
け
る
と
間
違
う
と
指
摘
す
る
。
最
大
の
悩
み
は
生
産

が
上
が
ら
な
い
こ
と
で
、
理
由
の
１
つ
が
経
済
制
裁
だ
っ

た
。
ラ
ウ
ル
・
カ
ス
ト
ロ
国
家
評
議
会
議
長
は「
経
済
発

展
が
な
け
れ
ば
革
命
が
崩
壊
す
る
」と
ま
で
言
っ
た
。
制

裁
が
緩
和
さ
れ
れ
ば
、
キ
ュ
ー
バ
は
大
い
に
助
か
る
。

　

い
ま
の
キ
ュ
ー
バ
は
政
治
的
に
も
大
転
換
中
で
、
フ
ィ

デ
ル
・
カ
ス
ト
ロ
も
推
進
者
だ
。
一
方
、
経
済
の
自
由
化

で
格
差
が
生
ま
れ
、
黒
人
が
再
び
貧
困
化
し
て
人
種
差
別

さ
れ
る
な
ど
問
題
も
多
い
。
ゲ
ス
ト
ブ
ッ
ク
に「
少
し
ず

つ
道
は
開
か
れ
る
」と
書
い
た
。

朝
日
新
聞
出
身　

伊
藤　

千
尋

　
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
外
交
官
に
は
共
通
す
る
姿
勢
が

あ
る
。
好
奇
心
で
す
」

　

そ
う
切
り
出
し
て
場
を
和
ま
せ
た
。
外
交
官
に
な
る
前

は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
経
験
も
あ
る
。昨
年
12
月
に
着
任
し
、

早
速
ク
ラ
ブ
で
会
見
し
た
。
80
年
代
に
は
駐
日
大
使
館
の

報
道
担
当
官
だ
っ
た
の
で
２
回
目
の
東
京
勤
務
だ
。

　

パ
リ
で
週
刊
紙
本
社
が
襲
わ
れ
、「
イ
ス
ラ
ム
国
」の

日
本
人
拘
束
が
明
ら
か
に
な
っ
た
ば
か
り
。
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
移
民
や
イ
ス
ラ
ム
に
つ
い
て
の
質
問
も
出
た
。

　
「
移
民
反
対
派
に
は
Ｅ
Ｕ
懐
疑
論

の
色
彩
も
濃
い
。
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ

ツ
と
は
表
れ
方
が
異
な
る
が
、
底
流

に
あ
る
反
イ
ス
ラ
ム
の
感
情
は
同
じ

だ
」

　
「
テ
ロ
は
い
ま
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
暴
力
的

に
表
現
さ
れ
る
少
数
派
の
意
見
と
も
い
え
る
。
最
近
の
テ

ロ
は
宗
教
を
超
え
た
も
の
で
、
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
る
若

者
や
中
東
の
混
乱
と
い
っ
た
背
景
も
あ
る
」

　

論
説
委
員
の
よ
う
に
解
説
し
た
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
魅
力
を
聞
か
れ
る
と
表
情
が
緩
ん

だ
。「
美
し
い
首
都
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
だ
け
で
な
く
北
部

に
も
ど
う
ぞ
。
夏
は
白
夜
で
真
夜
中
の
ゴ
ル
フ
を
楽
し
め

る
し
、
冬
は
零
下
60
度
の
ア
イ
ス
ホ
テ
ル
に
泊
ま
れ
る
」

と
大
使
に
戻
っ
て
宣
伝
し
た
。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
専
務
理
事　

中
井　

良
則

マ
ル
ガ
レ
ー
タ
・
ワ
ル
ス
ト
ロ
ム　

国
連
事
務
総
長
特
別
代
表（
防
災
担
当
）

３
月
の
仙
台
防
災
世
界
会
議

原
発
事
故
は
主
題
に
せ
ず
？

１
・
19（
月
）記
者
会
見
／
司
会
：
杉
田
弘
毅
委
員
／
通
訳
：
澄
田
美
都

子
／
出
席
：
53
人
／
動
画

後ご

藤と
う

　
政ま

さ

子こ　

神
奈
川
大
学
名
誉
教
授

米
・
キ
ュ
ー
バ
関
係
改
善

「
少
し
ず
つ
道
は
開
か
れ
る
」

１
・
20（
火
）研
究
会「
キ
ュ
ー
バ
」／
司
会
：
中
井
良
則
専
務
理
事
／
出

席
：
78
人
／
動
画

マ
グ
ヌ
ス
・
ロ
ー
バ
ッ
ク　
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
出
身
の
大
使

移
民
や
テ
ロ
に
つ
い
て
も
「
解
説
」

１
・
22（
木
）記
者
会
見
／
司
会
：
石
川
洋
企
画
担
当
部
長
／
通
訳
：
池

田
薫
／
出
席
：
32
人
／
動
画
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ワ
リ
ー
ド
・
シ
ア
ム　

駐
日
ア
ラ
ブ
外
交
団
団
長　

駐
日
パ
レ
ス
チ
ナ
大
使

「
テ
ロ
に
強
い
憤
り
」

日
本
と
の
連
携
訴
え
声
明
文
発
表

１
・
27（
火
）記
者
会
見
／
司
会
：
杉
田
弘
毅
委
員
／
通
訳
：
ア
ル
モ
ー

メ
ン
・
ア
ブ
ド
ー
ラ
／
出
席
：
98
人
／
動
画

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
国
民
的
作
曲
家

ジ
ャ
ン
・
シ
ベ
リ
ウ
ス
が
今
年
生
誕

１
５
０
周
年
を
迎
え
る
。
チ
ェ
コ
の

ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
の
よ
う
な
民
族
ロ
マ

ン
主
義
の
国
民
楽
派
と
し
て
も
聴
け

る
が
、
そ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け

で
は
理
解
し
き
れ
な
い
作
品
も
多

い
。「
シ
ベ
リ
ウ
ス
の
音
楽
を
も
っ
と

自
然
に
捉
え
る
時
が
来
た
。
国
家
主

義
的
オ
ー
ラ
や
取
る
に
足
ら
な
い
神

話
を
取
り
除
き
た
い
」と
リ
ン
ト
ゥ

氏（
右
）は
語
り
、
記
念
公
演
が
続
く

今
年
、新
た
な
作
曲
家
像
が
生
ま
れ
る
可
能
性
を
示
し
た
。

　

新
田
氏
は
日
本
人
と
シ
ベ
リ
ウ
ス
の
音
楽
と
の
親
和
性

を
指
摘
し
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
も
か
つ
て
自
然
崇
拝
の
多

神
教
だ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
、「
自
然
と
の
距
離
の
感
覚
が

合
う
」と
言
う
。
渡
辺
暁
雄
指
揮
の
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
が
１
９
６
２
年
に
世
界
初
の
ス
テ
レ
オ
録

音
で「
交
響
曲
全
集
」を
出
し
た
史
実
も
挙
げ
た
。

　

両
氏
と
も「
孤
高
」「
シ
ン
プ
ル
」な
ど
の
言
葉
で
作
品

を
語
っ
た
。
北
欧
の
自
然
描
写
で
は
な
く「
自
然
も
人
間

も
芸
術
家
も
一
体
化
」（
リ
ン
ト
ゥ
氏
）、「
同
じ
こ
と
が
２

度
出
て
こ
な
い
一
筆
書
き
」（
新
田
氏
）と
の
指
摘
が
興
味

深
い
。
東
京
都
交
響
楽
団
員
が
弦
楽
合
奏
曲「
ア
ン
ダ
ン

テ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
」を
演
奏
し
、そ
の
研
ぎ
澄
ま
さ

れ
た
音
楽
が
世
界
中
で
愛
さ
れ
る
理
由
を
伝
え
て
い
た
。

日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員　

池
上　

輝
彦

　

預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
を
風
刺
し
続

け
る
仏
政
治
週
刊
紙
の
姿
勢
と
、「
表

現
の
自
由
」の
貫
徹
を
訴
え
た
パ
リ

大
行
進
は
、
世
界
各
地
で
賛
否
両
論

を
巻
き
起
こ
し
た
。

　

日
本
で
も
、
シ
ャ
ル
リ
・
エ
ブ
ド
紙
の
表
紙
転
載
を
め

ぐ
る
対
応
は
、
新
聞
社
ご
と
に
分
か
れ
た
。
黒
白
つ
け
難

い
テ
ー
マ
で
あ
り
、
論
争
は
続
く
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
仏
政
治
を
30
年
以
上
も
観
察
し
て
き

た
研
究
者
は
、
議
論
に
混
乱
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
国
や
人
々
の
生
活
を
隅
々
ま
で
支

配
し
た
旧
体
制
を
打
倒
し
た
の
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
。
新
た

な
体
制
、
つ
ま
り
国
家
を
守
る
た
め
、
人
は
公
の
場
で
宗

教
的
中
立
を
貫
く
。
そ
れ
は
、
日
本
で
普
通
意
識
さ
れ
る

政
教
分
離
概
念
を
越
え
た「
共
和
国（
つ
ま
り
は
民
主
主

義
）の
成
り
立
ち
の
大
き
な
原
理
」な
の
だ
と
説
く
。

　

だ
か
ら「
仏
国
民
は
、
こ
れ
を
少
数
派（
イ
ス
ラ
ム
教

徒
）い
じ
め
と
は
捉
え
て
い
な
い
の
だ
﹂と
も
。

　

フ
ラ
ン
ス
人
の
多
く
が
、
共
和
国
の
よ
っ
て
立
つ
原
則

の
揺
ら
ぎ
を
恐
れ
た
の
か
。「
西
欧
の
国
民
国
家
の
在
り

方
、
先
進
国
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
」。
事
件
の
意

義
を
、
そ
う
総
括
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
も
そ
ろ
そ
ろ
、「
多

文
化
社
会
を
意
識
し
た
新
た
な
基
準
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な

い
」。
愛
も
込
め
た
忠
告
が
、
重
く
響
い
た
。

読
売
新
聞
論
説
委
員　

林　

路
郎

　
「
イ
ス
ラ
ム
国
」に
よ
る
邦
人
人
質
事
件
を
受
け
て
緊

急
に
開
か
れ
た
記
者
会
見
。
20
の
ア
ラ
ブ
諸
国
・
地
域
を

代
表
し
て
会
見
し
た
パ
レ
ス
チ
ナ
の
シ
ア
ム
駐
日
大
使

は
、
イ
ス
ラ
ム
の
名
の
下
に
残
虐
行
為
を
繰
り
返
す
テ
ロ

組
織
へ
の
強
い
怒
り
と
日
本
と
の
連
帯
を
何
度
も
強
調
し

た
。
テ
ロ
を「
癌
」に
た
と
え
、
毅
然
と
し
て
戦
い
、
排

除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え
た
。

　

で
は
、
ど
う
打
倒
す
る
の
か
。
軍

事
力
だ
け
で
壊
滅
で
き
な
い
の
は
自

明
の
こ
と
。
取
り
組
む
べ
き
は
、
若

者
が
過
激
な
思
想
に
共
感
す
る
背
景

に
あ
る
貧
困
と
絶
望
へ
の
対
処
か
。

シ
ア
ム
大
使
は
そ
の
た
め
に
も
、
ア
ラ
ブ
諸
国
の
友
好
国

で
あ
る
日
本
に
は
今
後
も
人
道
支
援
や
経
済
支
援
を
続
け

て
ほ
し
い
と
繰
り
返
し
た
。

　

一
方
、
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
不
満
を
あ
ら
わ
に
す
る
場

面
も
あ
っ
た
。
国
家
で
は
な
い
テ
ロ
集
団
を「
イ
ス
ラ
ム

国
」と
呼
び
続
け
る
こ
と
で
誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
広
が
っ

て
い
る
と
批
判
し
、
改
め
る
べ
き
だ
と
注
文
を
付
け
た
。

　

こ
の
会
見
の
５
日
後
、
後
藤
健
二
さ
ん
が
殺
害
さ
れ
る

映
像
が
ネ
ッ
ト
上
に
流
れ
た
。「
イ
ス
ラ
ム
国
」は
今
後

も
邦
人
の
殺
り
く
を
続
け
る
と
宣
言
し
て
い
る
。
こ
の
現

実
を
ど
う
受
け
止
め
、
ど
う
行
動
す
る
の
か
、
日
本
の
知

恵
が
問
わ
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員　

津
屋　

尚

ハ
ン
ヌ・リ
ン
ト
ゥ　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
放
送
交
響
楽
団
首
席
指
揮
者

新に
っ

田た

　
ユ
リ　
日
本
シ
ベ
リ
ウ
ス
協
会
会
長

シ
ベ
リ
ウ
ス
生
誕
１
５
０
周
年

「
自
然
」
と
融
和
す
る
音
楽
に
現
代
性
を
み
る

１
・
23（
金
）記
者
会
見
／
司
会
：
小
栗
泉
委
員
／
通
訳
：
宇
尾
真
理
子

／
出
席
：
65
人
／
動
画

渡わ
た

邊な
べ

　
啓ひ

ろ

貴た
か　

東
京
外
国
語
大
学
教
授

「
多
文
化
社
会
を
意
識
し
た
新
た
な
基
準
を
」

１
・
27（
火
）研
究
会「
仏
週
刊
紙
銃
撃
事
件
」／
司
会
：
樫
山
幸
夫
委
員

／
出
席
：
69
人
／
動
画
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相
次
ぐ
質
問
に「
私
は
日
本
の
こ
と
を

学
ぶ
た
め
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
教
訓
を

垂
れ
る
た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」な
ど
と

笑
い
を
誘
い
つ
つ
、
疲
れ
も
見
せ
ず
に
答

え
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

日
本
の
政
策
課
題
は「
税
制
を
も
っ
と

累
進
的
に
し
て
富
裕
層
に
よ
り
多
く
を
負

担
さ
せ
る
一
方
、
若
者
や
低
所
得
層
に
は

減
税
策
を
と
る
こ
と
」で
あ
る
、
と
明
快
。

同
時
に
、「
労
働
市
場
を
改
善
し
、
パ
ー

ト
な
ど
の
労
働
者
や
若
者
の
待
遇
と
社
会

保
障
を
向
上
さ
せ
た
り
、
女
性
に
対
す
る

不
平
等
な
扱
い
を
な
く
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
出
生
率
上
昇
・
人
口
増
加
、
経
済
成

長
に
つ
な
げ
る
。
こ
れ
が
日
本
の
中
心
課

題
」と
言
い
切
っ
た
。

　

さ
ら
に「
若
い
人
や
女
性
を
利
す
る
改

革
」が
日
本
に
必
要
で
あ
る
の
に
、「
万

人
に
対
す
る
課
税
で
あ
る
消
費
税
の
引
き

上
げ
が
良
い
こ
と
だ
と（
日
本
の
政
治
家

や
官
僚
な
ど
が
）考
え
て
い
る
の
は
理
解

に
苦
し
む
」と
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
も
広

ま
っ
て
い
る
消
費
増
税
不
可
避
論
を
真
っ

向
か
ら
批
判
し
た
。

　
「
富
と
所
得
の
不
平
等
が
拡
大
し
て
い

る
日
本
で
、
現
状
は
米
国
よ
り
ま
し
だ
な

ど
と
言
っ
て
、
不
平
等
を
是
正
す
る
政
策

を
と
ら
ず
に
模
様
眺
め
を
し
て
い
て
は
い

け
な
い
」と
も
述
べ
、
国
民
が
政
治
に
圧

力
を
か
け
て
不
平
等
是
正
へ
の
政
策
努
力

を
強
化
す
る
よ
う
熱
っ
ぽ
く
説
い
た
。

　

裕
福
な
人
が
も
っ
と
豊
か
に
な
れ
ば
富

が
貧
し
い
人
に
し
た
た
り
落
ち
る
、
と
い

う「
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
」理
論
に
つ
い
て

は
、「
こ
れ
ま
で
失
敗
だ
っ
た
の
に
、
今

後
は
う
ま
く
い
く
な
ど
と
は
思
え
な
い
」

と
、
ば
っ
さ
り
。
世
界
の
主
要
国
は
不
平

等
が
ひ
ど
く
な
か
っ
た
時
代
の
方
が
経
済

成
長
率
は
高
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
、
再
分

配
政
策
が
繁
栄
の
礎
だ
と
強
調
し
た
。

　

名
指
し
こ
そ
し
な
か
っ
た
が
、
こ
う
し

た
ピ
ケ
テ
ィ
氏
の
発
言
は
安
倍
政
権
の
経

済
政
策
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
と
同
時

に
、
民
主
党
な
ど
一
部
の
野
党
関
係
者
に

も
耳
の
痛
い
話
だ
ろ
う
。
拡
大
す
る
不
平

等
に
有
効
な
手
を
打
た
な
い
で
き
た
政
治

は
も
ち
ろ
ん
、
経
済
学
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
へ
の
警
鐘
で
も
あ
る
。

朝
日
新
聞
出
身　

小
此
木　

潔

「不平等是正を」
明快に持論展開
アベノミクス批判も

ト
マ・ピ
ケ
テ
ィ　
仏
経
済
学
者

１
・
31（
土
）著
者
と
語
る『
21
世
紀
の
資
本
』／

司
会
：
会
田
弘
継
企
画
委
員
長　

軽
部
謙
介
委

員
／
通
訳
：
長
井
鞠
子
／
参
加
：
２
８
３
人
／

動
画

　

愛
媛
で
生
年
を
聞
か
れ「
１
９
６
９

（
昭
和
44
）年
で
す
」と
答
え
る
と
、「
松ま

っ

商し
ょ
う（

松
山
商
高
の
愛
称
）が
優
勝
し
た
時

や
ね
」と
の
答
え
が
ま
ま
返
っ
て
く
る
。

夏
の
甲
子
園
決
勝
で
松
山
商
・
井
上
明
、

三
沢（
青
森
）・
太
田
幸
司
の
両
エ
ー
ス

が
延
長
18
回
を
無
失
点
で
投
げ
抜
き
、
再

試
合
に
な
っ
た
あ
の
年
だ
。

　

事
ほ
ど
さ
よ
う
に
野
球
王
国
・
愛
媛
で

松
山
商
の
存
在
は
圧
倒
的
だ
が
、
31（
昭

人
、
漢
民
族
、
先
住
民
族
に
分
け
隔
て
な

く
接
し
、
運
動
能
力
の
特
性
な
ど
に
応
じ

て
チ
ー
ム
を
編
成
。
地
元
有
力
者
、
メ
デ

ィ
ア
か
ら
の「
日
本
人
で
な
く
て
も
野
球

が
で
き
る
の
か
」な
ど
の
発
言
に
、「
民

族
と
野
球
に
何
の
関
係
が
あ
る
か
。
こ
の

子
た
ち
は
野
球
の
大
好
き
な
球
児
だ
」と

一
喝
す
る
。

　

台
湾
で
は
作
品
に「
植
民
地
時
代
を
美

化
し
て
い
る
」と
の
評
も
あ
っ
た
と
い
う

が
、
映
画
を
見
れ
ば
製
作
陣
の
真
意
は
分

か
る
。
意
図
的
に
歴
史
を
美
化
す
る
の
で

は
な
く
、近
藤
が
歩
ん
だ
事
実
の
持
つ
力
。

馬
志
翔
監
督（
36
）は「
植
民
地
だ
か
ら
民

族
や
階
級
の
問
題
は
あ
っ
た
が
、
普
段
の

人
同
士
の
付
き
合
い
で
は
い
い
こ
と
も
あ

っ
た
は
ず
。
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で
描
い
た
の
は
ま

さ
に
こ
う
い
う
と
こ
ろ
だ
」「
過
去
か
ら
学

び
、
力
を
も
ら
っ
て
ほ
し
い
」と
力
を
込

め
る
。

　

ス
ク
リ
ー
ン
に
戻
る
。「
５
年
以
上
の

野
球
経
験
が
あ
る
素
人
」が
演
じ
た
嘉
農

ナ
イ
ン
の
プ
レ
ー
は
本
物
。
台
湾
選
手
の

慣
れ
な
い
日
本
語
で
の
セ
リ
フ
に
は
、
自

身
の
野
球
に
か
け
る
熱
い
思
い
も
重
な

る
。
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
が
終
わ
っ
た
時
、
全

力
で
体
を
動
か
し
た
く
な
る
衝
動
が
湧
き

上
が
っ
て
く
る
は
ず
だ
。

愛
媛
新
聞
東
京
支
社
編
集
部
長　

山
根　

健
一

埋もれていた戦前の日台交流
高校野球を通じて描く

ＫＡＮＯ～１９３１海の
向こうの甲子園（１・16）

新
宿
バ
ル
ト
９
ほ
か
全
国
上
映
中　
配
給
：
シ
ョ
ウ
ゲ
ー
ト

Ⓒ
果
子
電
影

和
６
）年
夏
の
甲
子
園
で
準
優
勝
し
た
嘉か

義ぎ

農
林（
台
湾
）を
率
い
た
監
督
が
、
松

山
商
初
代
監
督
の
近
藤
兵
太
郎（
１
８
８

８
～
１
９
６
６
年
）だ
っ
た
こ
と
を
知
る

人
は
松
山
で
も
多
く
な
い
。

　

日
本
統
治
時
代
の
１
９
３
０
年
前
後
の

台
湾
を
舞
台
に
、
ほ
ぼ
史
実
に
沿
っ
て
嘉

農
準
優
勝
の
軌
跡
を
描
い
た「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ

～
１
９
３
１
海
の
向
こ
う
の
甲
子
園
」。

猛
練
習
で
選
手
を
鍛
え
た
近
藤
は
日
本
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記者
29

　　記者ゼミ／会員の著 書

「
も
は
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
を
活
用
し
て
い
な
い
米
国

メ
デ
ィ
ア
な
ど
な
い
」。
我
孫

子
氏
は
こ
う
断
言
し
、
既
存
メ

デ
ィ
ア
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
を
積
極
的
に
活
用
す
る
米
国

の
現
状
を
紹
介
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
記
者
の
不
用

意
な
発
言
や
行
動
が
メ
デ
ィ
ア

の
信
用
を
毀
損
し
な
い
よ
う
、
各
社
や
業

界
団
体
が
独
自
の
倫
理
規
範
を
設
け
て
い

る
こ
と
も
強
調
す
る
。

米
国
新
聞
編
集
者
協
会（
Ａ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
）

が
２
０
１
１
年
に
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
書
い
た
も
の

は
、
全
て
公
に
な
る
と
想
定
せ
よ
」「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
上
で
目
に
し
た
も
の
は
、
全
て
独
自
に

信
ぴ
ょ
う
性
を
確
認
せ
よ
」「
透
明
性
を
保

ち
、
誤
り
を
犯
し
た
ら
そ
の
場
で
訂
正
せ

よ
」な
ど
10
項
目
で
構
成
さ
れ
る
。
そ
の

要
諦
は
、「
記
者
と
し
て
の『
プ
ロ
意
識
』

を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
」に
尽
き
る
だ

ろ
う
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
で
は
、
課

金
に
関
す
る
内
部
説
明
会
議
の
内
容
を
記

者
が
ツ
イ
ー
ト
し
、
け
ん
責

処
分
を
受
け
た
と
い
う
。「
何

の
た
め
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
を
活
用
し
て
い
る
の
か

を
忘
れ
な
い
こ
と
が
大
切

だ
」と
我
孫
子
氏
。
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
も
、「
第
一
報
は
ツ
イ
ッ
タ
ー

に
で
は
な
く
、
自
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
」

と
あ
る
。
本
来
の
目
的
は
、
自
社
サ
イ
ト

の
質
の
高
い
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
へ
と
、
ト

ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
導
く
こ
と
な
の
だ
か
ら
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
化
で
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
を
取
り
巻
く
環
境
は
激
変
し
た

が
、
変
わ
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の〝
い
の
一
番
〟に
あ
る「
伝
統
的

倫
理
綱
領
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
活
動
に
も

適
用
さ
れ
る
」。
こ
れ
ま
で
培
っ
た
報
道

へ
の
信
頼
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
わ
れ
わ

れ
が
長
年
受
け
継
い
で
き
た
記
者
倫
理
に

沿
っ
て
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
示
し

て
い
る
。

我
孫
子
氏
の
話
を
聞
き
、「
メ
デ
ィ
ア

に
所
属
す
る
者
と
し
て
の
プ
ロ
意
識
」を

常
に
持
ち
続
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
、
あ

ら
た
め
て
強
く
心
に
刻
ん
だ
。

読
売
新
聞
メ
デ
ィ
ア
局
企
画
開
発
部羽

布
津
典
子

ネ
ッ
ト
時
代
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
編
⑫

12
・
17（
水
）「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
報
道

倫
理
」／
司
会
：
津
山
昭
英
特
別
企
画
委
員
／

出
席
：
21
人
＋
ネ
ッ
ト
視
聴
5
人

重
要
な
プ
ロ
意
識

Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
で
も

伝
統
的
倫
理
は
不
変

■
戦
後
₇₀
年　

保
守
の
ア
ジ
ア
観

若
宮　

啓
文

（
朝
日
新
聞
出
身
）

■
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
平
成
政
治
史
３　

幻
滅

の
政
権
交
代

後
藤　

謙
次

（
共
同
通
信
客
員
論
説
委
員
）

日
韓
、
日
中
の
謎
を
解
く　
「
な
る
ほ
ど
、

そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
…
の
連
続
で

し
た
」と
、
好
奇
心
あ
ふ
れ
る
若
者
が
面

白
が
っ
て
く
れ
た
。
軍
事
政
権
下
で
結
ば

れ
た
日
韓
条
約
に
、
民
主
化
が
も
た
ら
し

た
化
学
変
化
。
日
中
の
国
交
に
抵
抗
し
た

右
派
勢
力
が
、
尖
閣
問
題
を
テ
コ
に
巻
き

返
し
た
執
念
。
歴
史
教
科
書
問
題
と
い
う

ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
。
河
野
談
話
や
村
山
談

話
と
安
倍
首
相
の
根
深
い
確
執
…
。吉
田
、

石
橋
、
岸
か
ら
田
中
、
大
平
、
中
曽
根
を

経
て
小
泉
、
安
倍

ま
で
70
年
、
保
守

政
治
の
ア
ジ
ア
観

を
総
括
す
る
。

朝日選書
１９４４円（税込）

〝
語
り
部
〟と
し
て
ま
と
め
た
政
治
史　

政

治
記
者
の
道
を
歩
み
始
め
た
の
は
い
ま
か

ら
33
年
前
。
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
新
米

記
者
に
社
の
垣
根
を
越
え
た
先
輩
記
者
は

実
に
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。
政

変
の
背
景
、政
治
家
同
士
の
人
間
模
様
。
誰

も
が
一
流
の〝
語
り
部
〟だ
っ
た
。
そ
こ

で
学
ん
だ
こ
と
が
日
々
の
政
治
取
材
に
ど

れ
ほ
ど
役
立
っ
た
こ
と
か
。
そ
の
恩
は
い

ま
も
忘
れ
る
こ
と
が
な
い
。「
そ
ろ
そ
ろ
自

分
も〝
語
り
部
〟の
側
に
回
る
年
齢
を
迎
え

た
の
で
は
な
い
か
」。そ
ん
な
思
い
も
込
め

て
書
き
上
げ
た
の
が『
平
成
政
治
史
』全
３

巻
で
あ
る
。一
応
、２
０
１
２
年
12
月
の
第

２
次
安
倍
晋
三
内
閣
発
足
ま
で
を
一
区
切

り
と
し
た
が
、
機

会
が
あ
れ
ば
続
編

に
挑
戦
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

岩波書店
３０２４円（税込）

マ
イ
B
O
O
K 

マ
イ
P
R

▼
日
時　

１
月
８
日（
木
）13
：
00
～
14
：

45（
告
示
１
月
７
日
）▼
長
妻
昭
元
厚
生
労

働
相
、
細
野
豪
志
元
幹
事
長
、
岡
田
克
也
代

表
代
行
の
各
候
補（
届
け
出
順
）▼
会
場　

10
階
ホ
ー
ル
▼
進
行　

第
１
部（
40
分
）＝

各
候
補
の
基
本
的
主
張（
持
ち
時
間
３
分
）

の
後
、
候
補
者
同
士
の
討
論
。
候
補
者
が
相

手
を
指
名
し
て
質
問
、
そ
れ
に
答
え
る
形
式

（
持
ち
時
間
各
１
分
）。
第
２
部（
65
分
）＝

民
主
党
代
表
選
討
論
会
実
施
要
領
メ
モ

会
場
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
を
参
考
に
企
画

委
員
会
の
代
表
が
質
問
。
回
答
時
間
は
各
１

分
▼
総
合
司
会
：
小
栗
泉
、
第
１
部
司
会
：

島
田
敏
男
、
代
表
質
問
者
：
川
上
高
志
、
軽

部
謙
介
、
原
田
正
隆
、
川
村
晃
司
の
各
企
画

委
員
▼
出
席
者　

計
２
０
３
人
。
Ｅ
Ｎ
Ｇ
は

ニ
ュ
ー
ス
映
画
協
会
代
表
テ
レ
ビ
東
京
の
ほ

か
国
内
13
社
、
外
通
１
社
。
民
放
ラ
ジ
オ
は

国
会
放
送
記
者
会
か
ら
３
社
。
カ
メ
ラ
は
中

継
や
党
も
含
め
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
14
、
ス
チ
ル

12
の
計
26
台
。
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仏
シ
ャ
ル
リ
銃
撃　

連
続
テ
ロ�

松
村　

圭（
共
同
通
信
パ
リ
支
局
）

新
た
な
現
実
に
直
面
す
る
フ
ラ
ン
ス

　
　

疑
問
、
重
苦
し
さ
…
展
開
読
め
ず

銃撃事件後、最初のシャルリ・エブド発売日となった１月14
日、暗いうちからパリ市民がキオスクに列を作った（シャンゼリ
ゼ通り／共同通信社提供）

　

踏
み
と
ど
ま
ろ
う
と
踏
ん
張
っ
た
足
場

が
ズ
ボ
ッ
と
抜
け
、
ま
た
一
段
、
恐
怖
の

闇
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
―
。
フ
ラ
ン
ス

の
風
刺
週
刊
紙
シ
ャ
ル
リ
・
エ
ブ
ド
の
銃

撃
に
始
ま
り
、
合
計
17
人
が
犠
牲
に
な
っ

た
連
続
テ
ロ
の
取
材
で
味
わ
っ
た
の
は
、

そ
ん
な
感
覚
だ
っ
た
。

　

事
件
発
生
は
現
地
時
間
１
月
７
日
の
午

前
11
時
半
ご
ろ
。「
ア
ラ
ー
・
ア
ク
バ
ル

（
神
は
偉
大
な
り
）」と
叫
ん
だ
２
容
疑
者

に
よ
る
言
論
機
関
を
狙
っ
た
テ
ロ
で
12
人

が
死
亡
。
大
ニ
ュ
ー
ス
だ
。
す
ぐ
に
近
隣

２
支
局
か
ら
応
援
要
員
を
手
配
し
た
。
た

だ
、
容
疑
者
は
間
も
な
く
特
定
さ
れ
、
夜

に
は「
パ
リ
北
東
約
１
３
０
キ
ロ
の
ラ
ン

ス
の
関
係
者
ア
パ
ー
ト
で
特
殊
部
隊
が
作

戦
を
実
施
中
」と
フ
ラ
ン
ス
メ
デ
ィ
ア
が

報
道
。「
射
殺
か
逮
捕
か
。
今
夜
中
に
決

着
」。
そ
ん
な
雰
囲
気
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
数
時
間
後
に
ア
パ
ー
ト
は

空
と
判
明
。「
捜
査
当
局
は
容
疑
者
を
追

尾
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
」。
疑
問
と
と

も
に
嫌
な
空
気
が
広
が
り
始
め
た
。

　

翌
朝
、
パ
リ
南
郊
で
女
性
警
官
が
撃
た

れ
る
事
件
が
発
生（
の
ち
死
亡
）。当
局
は

「
週
刊
紙
銃
撃
と
は
無
関
係
」と
発
表
し
た
。　

何
か
ひ
っ
か
か
る
。
が
、
折
か
ら
２
容
疑

者
が
パ
リ
北
東
エ
ヌ
県
で
目
撃
さ
れ
た
と

の
情
報
が
。
追
う
べ
き
は
こ
ち
ら
だ
。
捜

査
当
局
は
広
域
包
囲
を
徐
々
に
狭
め
て
い

る
と
い
う
。「
日
暮
れ
ま
で
に
は
捕
え
る

だ
ろ
う
」。
期
待
と
い
う
よ
り
後
の
記
事

展
開
を
考
え
る
た
め
、
そ
う
見
通
し
を
立

て
た
。
し
か
し
、
容
疑
者
は
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
。
重
苦
し
さ
が
募
っ
た
。

　

９
日
朝
、
事
態
が
動
い
た
。
２
容
疑
者

が
パ
リ
北
東
の
印
刷
会
社
に
立
て
こ
も
っ

た
。
人
質
も
い
る
と
い
う
。
こ
こ
は
記
者

と
し
て「
よ
し
」と
気
合
い
を
入
れ
た
。
車

を
手
配
し
、
記
者
、
カ
メ
ラ
マ
ン
を
急
派
。

「
銃
撃
戦
で
容
疑
者
射
殺
。
人
質
、
警
官

に
も
死
者
。
こ
れ
が
最
悪
の
ラ
イ
ン
か
」。

さ
ま
ざ
ま
な
原
稿
の
パ
タ
ー
ン
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
つ
つ
事
態
を
見
守
っ
た
。

　

し
か
し
、
テ
ロ
の
本
番
は
こ
こ
か
ら
だ

っ
た
。
印
刷
会
社
の
立
て
こ
も
り
か
ら
数

時
間
後
の
午
後
１
時
ご
ろ
、
パ
リ
東
部
の

ユ
ダ
ヤ
系
食
料
品
店
で
別
の
立
て
こ
も
り

事
件
が
発
生
。
人
質
も
い
る
と
い
う
。
こ

ち
ら
は
現
場
が
町
中
だ
っ
た
た
め
、
特
殊

部
隊
員
ら
が
結
集
し
店
を
包
囲
す
る
物
々

し
い
映
像
が
生
中
継
さ
れ
た
。「
２
つ
の

事
件
の
関
連
は
」「
当
局
は
２
正
面
作
戦
に

ど
う
対
処
す
る
の
か
」。
さ
ま
ざ
ま
な
疑

問
が
浮
か
ぶ
が
、
答
え
は
な
い
。「
い
っ

た
い
フ
ラ
ン
ス
で
、
い
ま
何
が
起
こ
っ
て

い
る
か
」。
一
瞬
、
背
筋
が
寒
く
な
る
の

を
感
じ
た
。

　

緊
迫
し
た
状
態
の
中
、
食
料
品
店
の
立

て
こ
も
り
犯
は
前
日
の
女
性
警
官
銃
撃
の

容
疑
者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、「
印
刷

会
社
の
２
容
疑
者
に
手
を
出
せ
ば
人
質
を

殺
す
」と
当
局
を
脅
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
。
容
疑
者
は
最
初
か
ら
連
続
テ
ロ
を
計

画
し
、
連
携
を
と
っ
て
動
い
て
い
た
と
い

う
の
だ
。

　

午
後
５
時
ご
ろ
特
殊
部
隊
が
２
カ
所
ほ

ぼ
同
時
に
突
撃
作
戦
を
敢
行
。
３
容
疑
者

は
射
殺
さ
れ
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
人

は
昨
日
ま
で
と
は
違
う
世
界
に
放
り
出
さ

れ
た
。
過
激
思
想
は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
入
り

込
み
、
い
つ
テ
ロ
が
起
こ
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
。
こ
れ
が
新
し
い
現
実
だ
。
い
や
、

う
す
う
す
感
じ
て
い
た
が
、
意
識
的
に
見

な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

巨
大
な
国
民
感
情
ど
こ
へ

　
「
そ
れ
で
も
テ
ロ
に
は
屈
し
な
い
」。
決

意
は
圧
倒
的
だ
っ
た
。
11
日
、
パ
リ
で
１

６
０
万
人
、全
土
で
３
７
０
万
人
が
デ
モ
。

政
府
は
情
報
機
関
強
化
な
ど
、
具
体
策
を

打
ち
出
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
巨
大
な
国

民
感
情
は
ど
こ
に
向
か
う
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
多
様
性
は
認
め
る
。
が
、
国
家
の
非

宗
教
性
、
言
論
の
自
由
と
い
っ
た
フ
ラ
ン

ス
共
和
国
の
根
本
価
値
に
つ
い
て
は
妥
協

し
な
い
」

　

こ
れ
は
こ
れ
で
、
ま
た
１
つ
の
原
理
主

義
だ
。
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
在
り
方
や
居
心

地
が
変
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。「
連
続
テ
ロ

後
の
フ
ラ
ン
ス
」の
形
は
ま
だ
見
え
て
い

な
い
。

ま
つ
む
ら
・
け
い
▼
１
９
９
２
年
入
社　

大
分

支
局　

運
動
部　

中
国
総
局
な
ど
を
経
て　

２

０
１
２
年
か
ら
２
度
目
の
パ
リ
勤
務

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート
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当選が確実となり、壇上で支援者に
手を振る山口氏＝佐賀市多布施の事
務所（撮影･山田宏一郎⊘佐賀新聞社提供）

佐賀 発地元メディアの視点から

保守王国・佐賀の乱

争点は農協改革ではない
中央への“憤り”だった

古賀　史生
（佐賀新聞東京支社）

「
佐
賀
の
こ
と
は
佐
賀
で
決
め
る
」―
。

佐
賀
県
知
事
に
当
選
し
た
山
口
祥よ

し

義の
り

氏

（
49
）は
花
束
を
抱
え
て
叫
ん
だ
。
知
名
度

ゼ
ロ
の
候
補
者
が
、
改
革
派
と
し
て
全
国

的
に
も
知
ら
れ
、
自
公
両
党
の
推
薦
を
受

け
た
前
武
雄
市
長
を
破
り
、「
中
央
対
地

方
」の
争
い
を
制
し
た
象
徴
的
な
シ
ー
ン

だ
っ
た
。

■
異
例
ず
く
め
の
県
知
事
選

前
職
の
古
川
康
氏
の
国
政
転
出
に
伴
っ

て
急
き
ょ
行
わ
れ
た
知
事
選
は
、
告
示
か

ら
正
月
を
は
さ
ん
で
投
開
票
と
い
う「
年

ま
た
ぎ
」、
し
か
も
保
守
王
国
・
佐
賀
を

舞
台
に
し
た
12
年
ぶ
り
の
保
守
分
裂
と
、

異
例
ず
く
め
の
展
開
だ
っ
た
。

官
邸
主
導
で
決
ま
っ
た
与
党
候
補
の
前

武
雄
市
長
・
樋ひ

渡わ
た
し

啓け
い

祐す
け

氏（
45
）に
対
し
て
、

農
政
協
議
会
が
山
口
氏
を
支
援
す
る
構
図

か
ら
、メ
デ
ィ
ア
で
は「
官
邸
対
農
協
」の

構
図
で
報
じ
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

そ
れ
も
確
か
に
１
つ
の
切
り
口
で
は
あ

ろ
う
が
、
東
京
支
社
か
ら
応
援
要
員
と
し

て
行
っ
た
取
材
現
場
で
は
、
違
和
感
が
つ

き
ま
と
っ
た
。佐
賀
が
農
業
県
と
は
い
え
、

農
協
改
革
が
争
点
に
上
が
っ
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
か
ら
だ
。

結
果
的
に
農
政
協
の
集
票
力
が
示
さ

れ
、
今
後
に
影
響
を
与
え
る
に
せ
よ
、
山

口
氏
勝
利
に
は
地
元
を
無
視
し
て
強
引
に

進
め
た
中
央
に
対
す
る
憤
り
の
方
が
強
か

っ
た
。
山
口
氏
の「
佐
賀
の
こ
と
は
…
」

と
い
う
言
葉
も
、
そ
れ
を
表
し
て
い
る
。

■
民
意
無
視
し
た〝
電
話
作
戦
〟に
不
快
感

振
り
返
れ
ば
、
候
補
者
選
び
の
段
階
か

ら
自
民
党
の
動
き
は
異
例
だ
っ
た
。

樋
渡
氏
は
、
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
に
運
営

を
任
せ
た
図
書
館
改
革
や
、
市
民
病
院
の

民
間
移
譲
な
ど
の
行
政
手
腕
と
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
た
発
信
力
と
で
注
目

を
集
め
た
。
そ
の
一
方
、
摩
擦
を
恐
れ
ぬ

政
治
手
法
や
、
時
折
飛
び
出
す
過
激
な
言

動
で
反
発
も
強
か
っ
た
。

樋
渡
氏
が
出
馬
に
意
欲
を
示
し
た
11
月

下
旬
、
反
樋
渡
派
の
首
長
や
県
議
ら
が
別

の
官
僚
を
担
ぎ
出
す
動
き
が
あ
っ
た
。が
、

強
い
圧
力
で
こ
の
官
僚
は
出
馬
を
断
念
。

さ
ら
に
、
そ
の
中
心
に
い
た
今
村
雅
弘
衆

院
議
員
が
、
党
本
部
か
ら
あ
か
ら
さ
ま
な

仕
打
ち
を
受
け
る
。
衆
院
選
で
小
選
挙
区

か
ら
比
例
へ
転
出
す
る
の
に
伴
い
、
名
簿

順
位
の
優
遇
が
約
束
さ
れ
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ふ
た
を
開
け
て
み
れ
ば
当
選

ラ
イ
ン
ぎ
り
ぎ
り
の
31
位
だ
っ
た
。

土
壇
場
で
立
候
補
を
決
め
た
山
口
氏
は

自
民
党
県
連
に
推
薦
願
を
出
す
が
、
県
連

は
申
し
込
み
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
こ
と
を

理
由
に
受
理
せ
ず
。
結
局
、
地
元
の
意
向

を
無
視
す
る
形
で
党
本
部
が
樋
渡
氏
推
薦

を
決
め
た
。

今
村
氏
の
処
遇
、
候
補
者
つ
ぶ
し
、
樋

渡
氏
の
推
薦
。
い
ず
れ
も
中
央
主
導
で
進

み
、
選
挙
戦
で
も
国
政
選
挙
並
み
の
大
物

が
次
々
に
佐
賀
入
り
し
た
。

極
め
付
き
は
県
内
の
家
庭
に
無
作
為
に

か
け
ら
れ
た
安
倍
晋
三
首
相
か
ら
の
電
話

作
戦
。
受
話
器
を
取
る
と
樋
渡
氏
へ
の
投

票
を
呼
び
か
け
る
首
相
の
録
音
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
自
動
的
に
流
れ
た
が
、
な
り
ふ
り
構

わ
ぬ〝
介
入
〟に
不
快
感
を
持
っ
た
県
民

も
い
た
。

佐
賀
県
に
は
国
策
に
か
か
わ
る
課
題
が

め
じ
ろ
押
し
だ
。
新
型
輸
送
機
オ
ス
プ
レ

イ
の
佐
賀
空
港
へ
の
配
備
計
画
を
は
じ
め
、

九
州
電
力
玄
海
原
発
の
再
稼
働
、
国
営
諫

早
湾
干
拓
事
業（
長
崎
県
）の
開
門
調
査

問
題
な
ど
だ
。
国
の
意
に
沿
う
知
事
を
据

え
た
い
と
い
う
思
惑
が
透
け
て
見
え
る
。

「
中
央
対
地
方
」の
構
図
で
は
、
原
発

再
稼
働
が
争
点
に
な
っ
た
滋
賀
県
知
事

選
、
普
天
間
基
地
移
設
の
沖
縄
県
知
事
選

に
続
い
て
、
安
倍
政
権
に
と
っ
て
は
手
痛

い
３
連
敗
と
な
っ
た
。

今
回
の
選
挙
は
明
治
維
新
期
に
な
ぞ
ら

え
て「
佐
賀
の
乱
」と
呼
ば
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
が
、
も
は
や
単
に
地
方
の「
乱
」

で
は
な
い
。
地
方
の
民
意
に
ど
う
向
き
合

う
か
、
政
権
の
姿
勢
が
問
わ
れ
る
。

一口メモ

佐賀県知事選挙　古川康前
知事の辞職に伴い、新人
₄ 人が立候補し、₂₀₁₅年
₁ 月₁₁日に投開票された。
元総務省過疎対策室長の山
口祥義氏が₁₈万₂₇₉₅票を
獲得し、自民、公明の推薦
を受けた前武雄市長の樋渡
啓祐氏を ₃ 万 ₉ 千票差で
破った。投票率は₅₄．₆₁％
で、過去最低を更新した。

こ
が
・
ふ
み
お
▼
１
９
９
５
年
入
社　

論
説

委
員
な
ど
を
経
て　

２
０
１
３
年
か
ら
東
京

支
社
記
者
兼
論
説
委
員
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け
た
住
民
説
明
会
を
開
き
た
い
環
境
省
と

の
間
で
、
こ
う
着
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

指
定
廃
棄
物
と
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

の
濃
度
が
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
８
千
ベ

ク
レ
ル
を
超
え
る
ご
み
の
焼
却
灰
や
、
下

水
汚
泥
、
稲
わ
ら
な
ど
で
、
原
発
事
故
で

出
た
放
射
性
物
質
が
付
着
し
て
12
都
県
で

計
約
15
万
７
千
ト
ン（
昨
年
末
時
点
）が

発
生
し
た
。
宮
城
、
茨
城
、
栃
木
、
群
馬
、

千
葉
の
５
県
で
は
、
国
が
１
カ
所
ず
つ
処

分
場
を
新
設
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

栃
木
県
で
は
現
在
、
約
１
万
４
千
ト
ン
が

農
家
や
事
業
所
の
敷
地
な
ど
、
約
１
７
０

カ
所
で
仮
置
き
さ
れ
て
い
る
。

■
名
水
へ
の
影
響
懸
念

　

対
立
は
深
ま
る
ば
か
り

　

塩
谷
町
で
は
、
７
月
30
日
の「
初
日
」

被 災地はいま  東日本大震災から3 年11カ月

に
し
も
と
・
は
る
か
▼
２
０
１
１
年
入
社　

大

阪
支
社
社
会
部　

松
江
支
局
を
経
て　

２
０

１
４
年
５
月
か
ら
宇
都
宮
支
局

被災地通信31　栃木県 塩谷町

指定廃棄物最終処分場の行方

町を挙げての「断固反対」
問われる環境省の対応
西本　晴香（共同通信宇都宮支局）

「反対」の紙を掲げる町民ら／2014年７月30日／
塩谷町役場（共同通信社提供）

　

支
局
の
あ
る
宇
都
宮
市
か
ら
北
へ
と
車

を
走
ら
せ
、塩し

お

谷や

町ま
ち

と
の
境
を
越
え
る
と
、

田
ん
ぼ
に
並
ぶ
手
書
き
の
看
板
が
い
く
つ

も
目
に
入
る
。「
最
終
処
分
場
い
ん
ね（
い

ら
な
い
）」「
き
れ
い
な
自
然
を
汚
す
な
」。

中
心
部
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
そ
の
数
は
増

え
、
役
場
に
も「
最
終
処
分
場
断
固
反
対
」

の
上
り
旗
が
は
た
め
く
。

　

昨
年
７
月
末
、
栃
木
県
塩
谷
町
は
、
東

京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
で
発
生
し
た

指
定
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
候
補
地
に
選

ば
れ
た
。
町
で
は
直
後
か
ら
官
民
を
挙
げ

た
反
対
運
動
が
起
こ
り
、
詳
細
調
査
に
向

か
ら
反
発
が
起
こ
っ
た
。
同
町
上か

み

寺て
ら

島し
ま

の

国
有
林
が
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
た

め
、
役
場
を
訪
れ
た
井
上
信
治
環
境
副
大

臣（
当
時
）に
対
し
、
詰
め
か
け
た
住
民

１
０
０
人
以
上
が「
絶
対
反
対
」「
塩
谷
を

守
れ
」と
声
を
上
げ
た
。見み

形か
た

和か
ず

久ひ
さ

町
長

も「
明
確
に
反
対
す
る
」と
述
べ
、
説
明

会
の
受
け
入
れ
を
拒
否
し
て
い
る
。

　

町
が
反
対
の
理
由
に
挙
げ
た
の
が
、
候

補
地
か
ら
約
４
キ
ロ
の
距
離
に
あ
り
、
名

水
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る「
尚

し
ょ
う

仁じ
ん

沢ざ
わ

湧

水
」。
県
外
か
ら
も
多
く
の
人
が
水
を
く

み
に
訪
れ
る
町
有
数
の
観
光
地
で
、
風
評

被
害
を
懸
念
す
る
声
が
根
強
い
。

　

候
補
地
は
、
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
山
道

を
車
で
20
分
ほ
ど
進
ん
だ
林
の
中
に
あ

る
。
取
材
で
入
っ
た
の
は
夏
だ
っ
た
が
、

生
い
茂
る
木
々
が
太
陽
の
光
を
遮
っ
て
涼

し
か
っ
た
。
落
ち
葉
や
木
の
枝
が
重
な
る

斜
面
を
少
し
下
る
と
、
す
ぐ
そ
ば
に
は
沢

が
流
れ
、
も
し
放
射
性
物
質
が
流
れ
出
れ

ば
、
近
く
の
川
や
地
下
水
脈
を
経
由
し
て

下
流
域
に
も
影
響
が
出
る
、
と
心
配
す
る

町
の
思
い
も
十
分
理
解
で
き
る
。

　

そ
の
後
、
町
で
は
住
民
が
反
対
同
盟
会

を
結
成
し
、
候
補
地
の
白
紙
撤
回
を
求
め

る
署
名
を
、
町
人
口
の
14
倍
に
当
た
る
約

17
万
人
分
集
め
て
国
に
提
出
し
た
。

　

ま
た
、
町
議
会
も
白
紙
撤
回
を
求
め
る

意
見
書
を
可
決
し
た
り
、
候
補
地
周
辺
で

の
事
業
を
町
の
許
可
制
に
す
る
独
自
の
保

全
条
例
を
制
定
す
る
な
ど
、
町
を
挙
げ
て

の
反
対
運
動
が
続
い
た
。

■
町
長
か
ら﹁
福
島
集
約
論
﹂も

　

こ
う
着
状
態
ど
う
解
消
す
る
の
か

　

一
方
、
見
形
町
長
は
11
月
、
県
内
首
長

に
宛
て
た
文
書
の
中
で
、
栃
木
を
含
む
５

県
の
指
定
廃
棄
物
を
福
島
原
発
周
辺
へ
集

約
す
べ
き
だ
と
訴
え
た
。
12
月
の
衆
院
選

栃
木
２
区
で
は
、
同
じ
く「
福
島
集
約
論
」

を
主
張
し
た
候
補
者
が
現
職
大
臣
を
破
っ

て
当
選
。
選
挙
区
全
体
で
は
１
９
９
票
差

の
大
接
戦
だ
っ
た
が
、
塩
谷
町
で
は
約
66

％
の
得
票
を
占
め
た
。

　

塩
谷
町
の「
民
意
」は
明
ら
か
だ
が
、

一
方
で
、
台
風
や
竜
巻
な
ど
で
飛
散
す
る

危
険
性
が
あ
る
仮
置
き
を
こ
の
ま
ま
続
け

て
よ
い
は
ず
は
な
い
。
環
境
省
は
こ
の
半

年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で「
地
元
の
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
丁
寧
に
説
明
し
て
い

く
」と
繰
り
返
し
て
き
た
が
、
解
決
の
糸

口
は
見
い
だ
せ
て
い
な
い
。

　

処
分
場
建
設
予
定
の
５
県
の
中
で
、
栃

木
は
宮
城
に
続
い
て
作
業
が
先
行
し
て
お

り
、
塩
谷
町
の
動
向
は
他
県
に
も
影
響
を

与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
ひ
い
て
は
、
国

全
体
の
指
定
廃
棄
物
政
策
を
占
う
こ
と
に

も
な
る
だ
ろ
う
。
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のみやま・かおる
1929年生まれ　53年産経新聞入
社　大阪社会部　ソウル支局長
政治部次長　世論調査室長　弘
報部長　編集委員　社団法人日
本通信販売協会事務局長　同専
務理事を17年務める

成
長
目
指
す
韓
国
の
姿
送
っ
た
〝
七
人
の
侍
〟

　

～
産
経
初
代
ソ
ウ
ル
支
局
長
の
こ
ろ
～

�

野
美
山
　
薫

書いた話　書かなかった 話

韓
国
で
は
、
李
承
晩
大
統
領
が
１
９
６

０
年
4
月
19
日
の
学
生
革
命
に
よ
っ
て
退

陣
し
た
あ
と
、
尹
潽
善
大
統
領
、
張
勉
首

相
の
政
権
が
成
立
し
た
。
し
か
し
１
年
足

ら
ず
で
起
こ
っ
た
少
壮
軍
人
の
ク
ー
デ
タ

ー
に
よ
り
、
61
年
５
月
16
日
、
張
勉
内
閣

は
解
体
さ
れ
た
。
私
は
62
年
５
月
、
産
経

新
聞
の
初
代
ソ
ウ
ル
支
局
長
と
し
て
、
大

阪
社
会
部
か
ら
韓
国
に
初
め
て
足
を
踏
み

入
れ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
日
本
と
韓
国
の
間
に
は
国

交
は
な
く
、
日
本
の
新
聞
記
者
は
在
韓
米

軍
の
従
軍
記
者
と
し
て
入
国
し
、
米
第
８

軍
の
Ｐ
Ｌ
Ｏ（
プ
レ
ス
・
リ
エ
ゾ
ン
・
オ

フ
ィ
ス
）か
ら
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
も
ら
い
、

ソ
ウ
ル
の
外
人
記
者
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

に
な
っ
た
。

ソ
ウ
ル
に
は
全
国
紙
４
社
と
通
信
社
２

社
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
常
駐
す
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
読
売
新
聞
以
外
は
支
庁
前
の
一
等
地

に
あ
る
半
島
ホ
テ
ル
の
７
、
８
階
の
部
屋

に
そ
れ
ぞ
れ
支
局
を
お
き
、
住
居
と
事
務

所
を
兼
ね
て
い
た
。
産
経
の
隣
室
は
張
勉

首
相
の
住
居
に
な
っ
て
い
た
ス
イ
ー
ト
ル

ー
ム
で
、
内
外
の
要
人
の
宿
泊
に
使
わ
れ

て
お
り
、
取
材
に
は
便
利
だ
っ
た
。

読
売
の
記
者
は
ソ
ウ
ル
の
龍
山
中
学
の

出
身
。
そ
こ
は
韓
国
人
の
学
生
が
多
く
、

軍
事
政
権
の
若
い
将
校
た
ち
に
同
級
生
が

い
っ
ぱ
い
い
た
。
夫
人
と
息
子
た
ち
と
、

外
人
住
宅
に
住
ん
で
お
り
、
夜
は
昔
の
仲

間
が
集
ま
っ
て
、
酒
盛
り
も
し
ば
し
ば
。

社
会
部
出
身
の
よ
し
み
で
、
時
折
私
を
招

い
て
く
れ
た
。韓
国
の
青
年
将
校
た
ち
は
、

日
本
の
明
治
維
新
や
二
・
二
六
事
件
の
こ

と
を
よ
く
知
っ
て
お
り
、「
同
期
の
桜
」

や「
昭
和
維
新
の
歌
」を
合
唱
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
。

産
経
の
外
信
部
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
柴

田
穂
記
者
が
何
度
か
ソ
ウ
ル
に
来
て
お

り
、
そ
の
時
の
人
脈
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が

で
き
た
。

赴
任
し
た
日
に
ホ
テ
ル
に
来
て
く
れ
た

東
亜
日
報
社
会
部
の
Ｒ
記
者
は
、
そ
の
日

が
梨
花
女
子
大
の
５
月
祭
だ
か
ら
見
た
方

が
い
い
と
、
案
内
に
婦
人
記
者
を
つ
け
て

く
れ
た
。

夜
は
サ
ツ
ま
わ
り
の
車
に
乗
せ
て
く

れ
、
社
会
部
の
取
材
ぶ
り
を
見
学
。
部
会

の
コ
ン
パ
に
も
呼
ん
で
く
れ
た
。
部
長
が

「
安
重
根
を
知
っ
て
い
る
か
」と
聞
い
て

き
た
が
、
一
応
の
こ
と
は
調
べ
て
い
た
の

で
、テ
ス
ト
に
は
無
事
合
格
し
た
よ
う
だ
。

◇

役
所
の
取
材
な
ど
は
英
語
だ
け
だ
っ
た

が
、
夜
の
飲
み
会
に
な
る
と
、
み
ん
な
日

本
語
が
う
ま
い
の
に
驚
い
た
。
英
語
の
力

を
付
け
る
た
め
に
、
ホ
テ
ル
の
近
く
に
住

む
医
師
夫
妻
と
、
米
国
に
留
学
が
決
ま
っ

て
い
た
女
性
と
一
緒
に
、
米
人
を
囲
ん
で

の
勉
強
会
に
入
れ
て
も
ら
い
、
韓
国
の
こ

と
も
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
っ
た
。

外
人
記
者
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
月
１
回
の

板
門
店
で
の
米
軍
と
北
朝
鮮
と
の
会
談
を

取
材
に
出
か
け
た
。
板
門
店
に
は
米
軍
の

電
話
が
あ
り
、
受
話
器
を
取
る
と
横
田
基

地
が
出
て
、
日
本
の
ど
こ
へ
で
も
つ
な
い

で
く
れ
る
。
本
社
と
の
込
み
入
っ
た
話
な

ど
は
、こ
の
電
話
を
よ
く
使
っ
た
も
の
だ
。

前
線
で
の
演
習
に
も
同
行
し
た
が
、
兵

士
の
昼
食
の
弁
当
に
は
ス
テ
ー
キ
や
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
ま
で
つ
い
て
い
る
。
案
内
の

将
校
は「
兵
隊
に
は
こ
の
く
ら
い
食
べ
さ

せ
な
い
と
、
戦
争
は
で
き
ま
せ
ん
よ
」と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。

従
軍
記
者
は
外
人
用
の
売
店
も
利
用
で

き
、
毎
月
ス
ピ
リ
ッ
ツ
３
本
、
ワ
イ
ン
６

本
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
格
安
で
買
う
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
こ
ろ
の
韓
国
に
は
、
こ

国交正常化前
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う
し
た
洋
酒
類
は
な
い
し
、
コ
ー
ヒ
ー
も

な
か
っ
た
。
私
は
酒
を
た
し
な
ま
な
い
の

で
、
支
局
の
来
客
用
に
役
立
て
た
。
日
本

の
新
聞
や
雑
誌
も
あ
る
の
で
、
連
日
の
よ

う
に
来
客
が
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ス
を
手
土
産

に
、
日
本
の
経
済
や
政
治
に
つ
い
て
聞
か

れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

軍
事
政
権
で
も
外
人
記
者
を
観
光
地
の

慶
州
に
招
待
し
、
首
相
、
外
相
も
一
緒
で
、

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
自
由
に
話
が
で
き
た
。

政
権
を
担
う
最
高
会
議
の
朴
正
煕
議
長
の

内
外
記
者
会
見
で
は
、
日
本
人
記
者
も
英

語
で
質
問
で
き
た
。

青
年
将
校
た
ち
は
、
初
心
で
は
国
を
よ

く
し
よ
う
と
い
う
意
気
込
み
が
あ
り
、
暴

力
団
を
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
た
り
、
経
済

に
も
力
を
入
れ
て
い
た
。
親
し
か
っ
た
韓

国
の
記
者
の
何
人
か
は
、
政
権
に
入
っ
て

い
っ
た
。

◇

新
聞
記
者
は
足
で
書
け
と
仕
込
ま
れ
て

き
た
の
で
、
現
場
に
走
る
。
ソ
ウ
ル
大
学

で
の
学
生
の
騒
ぎ
で
は
、
学
生
た
ち
の
隊

列
の
な
か
に
い
た
。警
官
隊
が
出
て
き
て
、

一
斉
に
銃
口
を
向
け
て
き
た
。「
怖
く
な

い
の
か
」と
横
の
学
生
に
聞
い
た
ら
、「
鉄

砲
が
怖
く
て
革
命
は
や
れ
ま
せ
ん
」と
平

然
と
し
て
い
る
。

米
軍
の
演
習
に
ヘ
リ
や
小
型
機
で
同
行

す
る
機
会
も
多
か
っ
た
が
、
前
夜
、
必
ず

書
類
に
サ
イ
ン
を
求
め
ら
れ
た
。「
ど
ん

な
こ
と
が
あ
っ
て
も
賠
償
を
求
め
ま
せ

ん
」と
書
か
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
時
は

そ
れ
と
な
く
家
に
手
紙
を
書
い
た
。

ホ
テ
ル
に
近
い
南
大
門
市
場
に
は
、
毎

日
の
よ
う
に
出
か
け
て
、
米
価
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
量
も
確
か
め
た
。
韓
国
の
新
聞
は

食
糧
危
機
で
い
ま
に
も
政
権
が
倒
れ
る
か

の
よ
う
に
書
い
て
い
た
が
、
時
系
列
で
見

る
と
、
か
な
り
よ
く
な
っ
て
い
る
。
本
社

か
ら
は
、「
他
紙
に
比
べ
る
と
、
突
っ
込

み
が
浅
い
の
で
は
な
い
か
」と
言
わ
れ
た

が
、「
大
丈
夫
と
書
く
に
は
自
信
が
な
い

と
書
け
な
い
」と
反
論
し
た
の
を
覚
え
て

い
る
。

産
経
は
政
権
の
中
枢
に
ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー

ス
が
あ
り
、重
要
な
会
議
が
あ
っ
た
時
は
、

軍
の
ジ
ー
プ
が
ホ
テ
ル
に
迎
え
に
来
た
。

帰
り
も
ジ
ー
プ
だ
っ
た
が
、
夜
間
通
行
禁

止
で
一
般
人
は
深
夜
の
市
中
を
動
け
な
か

っ
た
か
ら
だ
。

隣
の
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
の
お
客
で
は
、

韓
国
の
国
歌
を
作
曲
し
た
安
益
泰
氏
と
よ

く
話
を
し
た
。
東
京
音
楽
学
校
に
学
ん
だ

同
氏
は
、
配
属
将
校
に
い
じ
め
ら
れ
た
そ

う
だ
が
、
仲
間
の
日
本
人
学
生
た
ち
が
い

つ
も
か
ば
っ
て
く
れ
た
と
い
う
。
ソ
ウ
ル

で
の
新
聞
の
死
亡
広
告
に
は
、
日
本
時
代

の
学
校
の
同
窓
会
が
名
前
を
連
ね
て
い
た

し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
で
日
本
の
学
生
チ

ー
ム
が
来
る
と
、
ソ
ウ
ル
の
先
輩
た
ち
が

面
倒
を
見
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
で
女
子
高
生
の
チ
ー
ム

が
来
た
時
に
、
団
長
が
永
野
重
雄
氏
だ
っ

た
の
で
会
い
に
行
っ
た
。
場
末
の
小
さ
な

宿
屋
で
、
学
生
た
ち
と
一
緒
に
泊
ま
っ
て

い
た
永
野
氏
を
見
て
、
こ
の
人
は
な
か
な

か
の
人
だ
と
思
っ
た
。

財
界
の
視
察
団
も
い
く
つ
か
み
え
た

が
、
お
歴
々
が
秘
書
を
連
れ
て
く
る
こ
と

も
許
さ
れ
ず
、
団
長
も
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム

に
一
人
ぼ
っ
ち
。
隣
室
の
よ
し
み
で
、
い

ろ
い
ろ
相
談
に
乗
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
川

崎
重
工
の
砂
野
仁
社
長
は
、
出
入
り
の
時

に
私
の
部
屋
に
来
て「
新
聞
記
者
は
身
体

を
粗
末
に
し
て
い
る
。
真
向
法
を
教
え
よ

う
」と
言
わ
れ
る
。
毎
朝
５
時
す
ぎ
に
部

屋
を
ノ
ッ
ク
さ
れ
、教
え
を
受
け
た
あ
と
、

散
歩
に
付
き
合
っ
た
。◇

国
交
が
な
い
の
で
、
日
本
の
外
務
省
も

常
駐
者
は
お
け
ず
、
時
々
数
週
間
滞
在
と

い
う
か
た
ち
だ
っ
た
。
ソ
ウ
ル
に
い
る
日

本
人
は
、
私
た
ち
の
ほ
か
、
商
社
が
数
人
、

東
京
銀
行
１
人
く
ら
い
。
キ
ュ
ー
バ
危
機

の
時
は
在
韓
米
軍
も
戦
闘
配
置
に
つ
き
、

も
し
戦
争
が
始
ま
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
、

記
者
仲
間
で
集
ま
っ
て
協
議
し
た
。結
局
、

ホ
テ
ル
の
向
か
い
の
ア
メ
リ
カ
大
使
館
に

駆
け
込
む
こ
と
に
し
た
。

韓
国
の
情
報
は
、
東
京
で
も
限
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
、
私
た
ち
は〝
七
人
の
侍
〟

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
大
平

正
芳
外
相
か
ら「
ご
苦
労
さ
ん
」と
い
う

こ
と
で
、
炊
飯
器
が
贈
ら
れ
て
き
た
。
ソ

ウ
ル
の
米
は
と
て
も
お
い
し
く
、
仲
間
で

飯
を
炊
く
こ
と
も
あ
っ
た
。

す
で
に
李
承
晩
大
統
領
の
時
代
か
ら
、

韓
国
の
教
科
書
で
は
、
日
本
に
つ
い
て
の

厳
し
い
記
述
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
実
際
に
日
本
人
に
会
う
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
、
私
な
ど
も
街

で
道
を
聞
か
れ
た
り
、
時
間
を
聞
か
れ
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。
１
年
半
の
在

任
中
に
、
慰
安
婦
問
題
や
竹
島
問
題
な
ど

で
不
愉
快
な
思
い
を
す
る
こ
と
は
、
ま
っ

た
く
な
か
っ
た
。

朴
議
長
も
、
日
本
人
の
教
師
か
ら「
お

前
は
頭
が
良
い
か
ら
、
金
の
か
か
ら
な
い

軍
の
学
校
に
行
け
」と
す
す
め
ら
れ
た
と

い
う
。
金
鐘
泌
中
央
情
報
部
長
も
、
授
業

料
不
要
の
師
範
学
校
で
学
ん
で
い
る
。
ソ

ウ
ル
大
学
の
Ｒ
教
授
も
旧
制
高
校
時
代
に

教
師
か
ら「
独
立
を
目
指
す
な
ら
経
済
を

勉
強
し
ろ
よ
」と
言
わ
れ
た
そ
う
だ
。

韓
国
の
こ
の
世
代
の
人
た
ち
は
、
き
ち

ん
と
現
実
を
踏
ま
え
、
な
に
よ
り
も
成
長

を
目
指
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時

の
支
局
に
出
入
り
す
る
韓
国
の
人
た
ち
か

ら
は
、
そ
う
し
た
印
象
を
受
け
た
。



No.540　2015.2.10　日本記者クラブ会報 ⃝ 16

リレーエッセ ー

仏
右
翼「
国
民
戦
線
」前
党
首
・

ジ
ャ
ン
＝
マ
リ
ー
・
ル
ペ
ン
さ
ん

　
デ
マ
ゴ
ー
グ
は
社
会
の
体
温
計

国
末　

憲
人（
朝
日
新
聞
社
）

　

学
生
時
代
か
ら
右
翼
活
動
に
走
り
、
１

９
７
２
年
に「
国
民
戦
線
」を
設
立
。
以

後
、38
年
余
り
に
わ
た
り
党
首
を
務
め
た
。

２
０
０
２
年
に
は
大
統
領
選
の
決
選
に
勝

ち
残
っ
た
。

　

そ
の
決
選
前
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ

て
、
彼
と
身
近
に
接
し
た
。

　
「
大
量
の
移
民
の
せ
い
で
、
無
秩
序
が

社
会
を
支
配
し
始
め
て
い
る
」

　
「
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）内
の
フ
ラ
ン
ス
の

地
位
は
、米
国
内
の
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
程
度
。

Ｅ
Ｕ
か
ら
早
く
抜
け
出
せ
」

　

言
い
た
い
放
題
。
一
方
で
、
強
面
イ
メ

ー
ジ
の
割
に
は
礼
儀
正
し
く
、
人
当
た
り

も
い
い
の
は
意
外
だ
っ
た
。

　

以
後
、
彼
の
記
者
会
見
に
頻
繁
に
顔
を

出
し
、
集
会
で
演
説
も
聴
い
た
。
そ
の
弁

舌
は
、も
は
や
芸
術
の
域
に
達
し
て
い
る
。

敵
を
明
確
に
定
め
、
あ
ら
ゆ
る
表
現
を
駆

使
し
て
罵
倒
す
る
。
原
則
論
と
具
体
例
を

巧
み
に
使
い
分
け
、
思
わ
ぬ
比
喩
で
聴
衆

を
驚
か
せ
る
。

　

天
性
の
雄
弁
家
か
。
い
や
、
世
間
か
ら

相
手
に
さ
れ
な
い
中
で
関
心
を
集
め
よ
う

と
、
話
術
を
磨
い
た
か
ら
に
違
い
な
い
。

彼
は
百
の
詩
を
そ
ら
ん
じ
る
。

　

２
０
０
７
年
の
大
統
領
選
前
、
帰
郷
し

た
彼
に
同
行
し
て
、
仏
西
部
ブ
ル
タ
ー
ニ

ュ
地
方
の
漁
村
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

実
家
は
、
長
屋
の
一
室
だ
っ
た
。「
水
道

も
電
気
も
な
か
っ
た
ん
だ
」と
、
極
貧
の

少
年
時
代
を
振
り
返
る
。
エ
リ
ー
ト
ぞ
ろ

い
の
仏
政
治
家
の
中
で
、
彼
は
珍
し
く
、

庶
民
の
出
だ
。
14
歳
の
時
に
漁
師
の
父
を

事
故
で
失
い
、
以
後
の
苦
学
の
経
験
が
、

現
在
ま
で
の
活
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
皮
肉
っ
ぽ
く
挑
発
に
満
ち

た
彼
の
言
動
に
は
、
ど
こ
か
し
ら「
道
化

師
」の
薫
り
も
漂
っ
て
い
た
。
彼
は
、
右

翼
が
大
統
領
に
な
れ
な
い
と
、
と
っ
く
に

悟
っ
て
い
た
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

２
０
１
３
年
秋
、
仏
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー

ル
の
欧
州
議
会
で
久
々
に
彼
と
会
い
、

議
員
食
堂
で
昼
食
を
共
に
し
た
。
食
欲

は
相
変
わ
ら
ず
だ
。
山
盛
り
の
ス
テ
ー

キ
を
平
ら
げ
、
コ
カ
コ
ー
ラ
を
注
文
し

て「
ば
れ
た
ら
、
何
を
言
わ
れ
る
か
わ

か
ら
な
い
な
あ
」と
笑
い
な
が
ら
飲
み

干
し
た
。
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
旗
印
と

す
る
右
翼
は
、
コ
ー
ラ
な
ど
飲
ん
で
は

い
け
な
い
は
ず
な
の
に
。

　

一
方
で
、
さ
す
が
に
衰
え
ぶ
り
も
否

め
な
い
。
や
や
疲
れ
た
表
情
で
、
周
囲

の
会
話
に
う
ん
う
ん
と
う
な
ず
く
ば
か

り
。
２
０
１
１
年
に
党
首
の
座
を
三
女

の
マ
リ
ー
ヌ
さ
ん
に
引
き
継
い
で
、
急

に
老
け
込
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

マ
リ
ー
ヌ
さ
ん
は
、父
よ
り
も
冷
徹
、

戦
略
的
で
、
政
権
を
手
に
し
よ
う
と
本

気
で
画
策
し
て
い
る
。
１
月
に
パ
リ
で

起
き
た
連
続
テ
ロ
の
際
に
も
、
反
イ
ス

ラ
ム
の
主
張
を
前
面
に
掲
げ
、
支
持
拡

大
を
狙
っ
た
。

　

こ
の
政
党
、
こ
の
一
家
か
ら
は
、
ま

だ
ま
だ
目
が
離
せ
そ
う
に
な
い
。

（
く
に
す
え
・
の
り
と　

論
説
委
員
）

　

何
せ
、
移
民
排
斥
や
反
ユ
ダ
ヤ
の
発

言
で
悪
名
を
と
ど
ろ
か
せ
た
人
物
で
あ

る
。
本
欄
で
紹
介
す
る
の
は
、
大
い
に

気
が
引
け
る
。
同
時
に
、
次
に
何
を
し

で
か
す
か
、
目
が
離
せ
な
い
人
で
も
あ

る
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
右
翼
政
党「
国

民
戦
線
」
前
党
首
の
ジ
ャ
ン
＝
マ
リ

ー
・
ル
ペ
ン
氏（
86
）だ
。

　

彼
に
は「
極
右
」「
フ
ァ
シ
ス
ト
」と

の
非
難
が
つ
き
ま
と
う
。
な
の
に
あ
え

て
取
材
を
続
け
て
き
た
の
は
、
彼
を
通

じ
て
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
病
理
が
透
け
て

見
え
る
と
思
う
か
ら
だ
。
世
の
中
が
い

か
に
不
健
全
か
を
指
し
示
す
体
温
計
的

な
存
在
な
の
で
あ
る
。

　

ル
ペ
ン
氏
を
ち
ょ
っ
と
だ
け
弁
護
す

る
と
、
彼
は
差
別
主
義
者
で
デ
マ
ゴ
ー

グ
だ
が
、
フ
ァ
シ
ス
ト
や
ネ
オ
ナ
チ
で

は
な
い
。
右
翼
の
潮
流
か
ら
暴
力
路
線

を
排
除
し
、
議
会
主
義
を
定
着
さ
せ
た

「
功
労
者
」だ
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

ステーキにご満悦のルペンさん　欧州議
員食堂で（筆者提供）

次
号
は
江
種
則
貴
さ
ん（
中
国
新
聞
）に
バ

ト
ン
が
渡
り
ま
す
。
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会 員懇親会

2014年（第42回）予想アンケート結果（2014年1月17日実施　応募総数　470）平均6.4点

正解 正解率
①12月31日現在のわが国の首相は誰か
②12月31日現在の東京都知事は誰か
③年内に安倍首相は靖国神社に再び参拝
④年内に日中首脳会談が（国際会議出席の際の立ち話は除く）
⑤日経平均株価が瞬間風速で2万円を超えることが
⑥消費税を予定通り2015年10月に8%から10%に引き上げることが年末までに閣議決定
⑦11月の米中間選挙で民主党が下院の過半数を奪還
⑧日本人がノーベル賞を受賞（ジャンルを問わず）
⑨ソチ五輪フィギュア女子シングルで浅田真央選手が金メダルを
⑩ブラジルＷ杯で日本代表がベスト８に

（安倍晋三）
（舛添要一）
（しない）

（行われる）
（ない）

（されない）
 （しない）
（する）

（とらない）
（入らない）

93.2％
54.0％
74.9％
23.2％
73.6％
52.6％
73.6％
62.8％
64.0％
71.7％

　

新
年
互
礼
会
員
懇
親
会
が
１
月
15
日
午

後
６
時
か
ら
、
10
階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
。
昨
年
の
会
見
ゲ
ス
ト
や
大
使
館
関
係

者
、
法
人
賛
助
会
員
、
閣
僚
な
ど
も
招
き
、

計
１
９
９
人
が
参
加
し
た
。

　

伊
藤
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
と
乾
杯
の
音

予
想
ア
ン
ケ
ー
ト
９
年
ぶ
り
に
満
点　

５
人
が
快
挙

着任したばかりのローバック・スウェーデン大使と懇談
する伊藤理事長（毎日）

「ん～難問もあったのに５人が満点とは」――会場内に
掲示された昨年の予想アンケート結果を見る山下共産
党書記局長、小田理事（読売）、下村文科相（左から）

（左から）ウーテン駐日ＥＵ代表部広報参事
官、軽部企画委員（時事）、小関同代表部
報道室長、脇企画委員（日経）

頭
で
開
会
し
た
後
、
こ
れ
ま
で
ク
ラ
ブ
で

３
回
会
見
を
行
っ
て
い
る
下
村
博
文
・
文

部
科
学
相
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

予
想
ア
ン
ケ
ー
ト
は
５
会
員
が
９
年
ぶ

り
の
全
問
正
解
を
達
成
。
会
田
弘
継
企
画

委
員
長
か
ら
表
彰
状
と
副
賞（
万
年
筆
）

を
受
け
取
っ
た
。
さ
て
、
今
年
10
問
の
行

方
は
―
―
？

最
高
得
点（
全
問
正
解
）の
皆
さ
ん（
写
真
左
か
ら
）

●
粕
谷
賢
之
会
員（
日
本
テ
レ
ビ
執
行
役
員
解
説
委
員
長
・
ク
ラ
ブ
理
事
）…
２
年
連
続
２
回
目

「
昨
今
は
社
内
で
も
世
の
中
で
も
褒
め
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
大
変
う
れ
し
い

で
す
。
３
連
覇
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」

●
中
山
暁
広
会
員（
四
国
新
聞
東
京
支
社
編
集
部
長
）

「
宝
く
じ
に
当
た
っ
た
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
地
元
に
帰
り
ま
す
が
、
な
に

よ
り
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
」

●
西
澤
豊
会
員（
時
事
通
信
代
表
取
締
役
社
長
）

「
今
年
の
問
題
に『
日
韓
首
脳
会
談
は
あ
る
か
』が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ソ
ウ
ル
特
派
員
の
経
験
者

と
し
て
は
、
ぜ
ひ
知
恵
を
出
し
て
日
韓
正
常
化
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

●
野
津
修
敏
会
員（
産
経
新
聞
・
日
本
美
術
協
会「
世
界
文
化
賞
」事
務
局
長
）

「
元
上
司
の
羽
佐
間
重
彰
さ
ん
が
ち
ょ
う
ど
30
年
前
に
全
問
正
解
。
会
報
に『
ド
タ
カ
ン
が
冴
え

て
た
な
あ
』と
書
い
て
お
ら
れ
て
、私
も
、そ
れ
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
て
感
慨
深
く
思
い
ま
す
」

●
中
尾
雅
彦
会
員（
関
西
テ
レ
ビ
報
道
番
組
部
長
）＊
懇
親
会
は
所
用
で
欠
席

「
日
中
首
脳
会
談
、
消
費
増
税
見
送
り
と
私
の
回
答
通
り
に
動
い
て
く
れ
た
現
政
権
に
と
り
わ

け
感
謝
し
ま
す
」

喜びの弁
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情報発信

クラブウェブサイト　コンテンツ・機能を充実
　すでにご案内のように、会報を創刊号（19７0年３
月号）からすべて公開しました。トップページ上段
の「活動」から「会報」を選択、読みたい年月の
「PDF」のマークをクリックすれば表示されます。
　新しく作成した「音声アーカイブ」へは、「活動」
から「音声アーカイブ」を選択してください。クラ
ブ創立以来の重要会見の音声を聞くことができま
す。（２ページに関連記事）
　サイトの構成を変更してサイトマップも追加しま
した。「会見リポート」「会報」「会見詳録」など総合
的に検索したい場合は、トップページ右上の「検索
ボックス」をご利用ください。トップページ上段「活
動」の「会見検索」からは、ゲスト名や国名、研究会
名などで検索することができます。

クラブ施設では会員による各種の会合が行われています。
企業や大使館などの賛助会員も記者発表の場としてクラブ
を利用しています。
■第８回ブロ－ドバンド特別シンポジウム
　「どうなる？�どうする？�2020�年に向けた映像サ
ービス」をテーマにしたシンポジウム。桑原知久氏
（NHK編成局編成主幹）による「テレビに視聴者を取
り戻せるか～NHK�ハイブリッドキャストと放送法
改正が目指すこと～」などの講演のほか、関口和一
氏（日本経済新聞論説委員兼編集委員）の司会でパ
ネルディスカッションが行われた。NPO法人ブロ
ードバンド・アソシエーションなどが開催した。
（1.13　10階ホール）
■千代田プレスクラブ
　毎日新聞論説室専門編集委員の倉重篤郎記者をゲ
ストに、定例会合と懇親会を行った。（1.16　大会
議室）
■放送人政治懇話会
　テレビ・ラジオ局の現役・OBらが政治家を招き、
定期的に勉強会を行っている。1月は佐藤勉自民党
国対委員長をゲストに招いた。（1.21　大会議室）
■民放解説研究会 賀詞交歓会
　民放各社の解説委員、キャスター、政治部記者ら
が集まり懇談した。ニュースソース側から、甘利明
経済再生担当相、石破茂地方創生担当相、岡田克也
民主党代表などが出席した。参加者は約100人。（1.27　
宴会場）
■ドキュメンタリー映画「袴田巌」プロジェクト　
製作発表記者会見
　昨年3月に再審が決定した袴田事件をテーマにし
たドキュメンタリー映画の製作発表が行われた。袴
田巌さん、姉の秀子さん、周防正行氏、輪島功一氏
らが集まった。当日は陣内直行プロデューサー、金
聖雄監督のあいさつのほか、ダイジェスト版の上映
も行われた。映画は今年秋に完成、冬に公開予定。
（1.30　宴会場）

　極めて健康。“施設利用”が主目的にな
りそう⁇！　折を見て、記者会見などに
も顔を出そうかと……。その節はよろ
しく。

新しいOB会員

六
む

車
ぐるま

　護
まもる

　 1970年毎日新聞入社。運動部長、
論説委員、紙面審査員などを務め
2005年退社。現在、警備保障タイ
ムズ代表取締役。

シベリウス生誕150周年記念会見　演奏会（1.23）

■会議報告　 
●第₃₅₉回会報委員会（1.9　小会議室）
　２月号の編集と３月号掲載の「３.11から４年」「地
下鉄サリン事件から20年」特集について協議した。
出席　石川委員長、高橋、五十嵐、神田、風間、大
寺、荒田、北村、長澤の各委員。
●第₄₄₈回企画委員会（1.15　宴会場）
　総会記念講演講師や今後のゲスト候補を検討した
ほか、記者研修会、海外取材団派遣などについて協
議した。
出席　会田委員長、星、安井、服部、坂東、橋本、
勝股、脇、別府、宮田、川上、瀬口、原田、宮内、
島田、竹田、川戸、杉尾、村田、津山の各委員。
●第₄₄₉回会員資格委員会（1.15　大会議室）
　２月１日付入会を審議し、理事会に答申した。
出席　小田委員長、中島、斎藤、船木、播摩、玉置、
山本、國府、青木の各委員。
●第₂₁₅回施設運営委員会（1.22　大会議室）
　11、12月のアラスカ売り上げと貸室利用状況につ
いて事務局が報告した。
出席　粕谷委員長、歌川、清水、吉澤、五十畑の各
委員。

■偽りの薬　バルサルタン
 臨床試験疑惑を追う
　「大ヒット薬の宣伝に使われた臨
床試験に不正があった可能性があ
る」。こんな情報をきっかけに取材
は始まった。問題の臨床試験は、
慈恵医大、京都府立医大、千葉大
など名だたる大学で実施され、い
ずれも学術誌に発表されて医学的な評価が定まっ
ていた。
　１年後、記者たちは臨床試験に製薬会社員が身
分を伏せて参加していたことや、製薬会社から億
単位の「寄付金」が研究チーム側に渡っていたこと
を突き止める。毎日新聞の告発記事をきっかけに、
大学、学会、官邸、厚生労働省が動き出し、デー
タ操作されていた事実が次々に明るみになってい
く。そして東京地検特捜部が重い腰を上げた――。
　半ば公知の事実でありながら、大きな批判にさ
らされてこなかった製薬企業と医師たちの癒着構
造に調査報道で切り込み、風穴を開けた２年半に
及ぶ取材の一部始終をまとめた。
� 渡辺　暖　毎日新聞科学環境部

毎日新聞社
1512円（税込）
毎日新聞社

「寄贈書」

　クラシック生演奏付き
の会合をクラブが主催す
るのは初めてだった。東
京都交響楽団から、じゅ
うたん敷きの会場で、厚
地の緞帳の前で演奏する
と音が吸収されてしまう、
と事前に指摘があった。
　そこで、会場端の大理石の壁を背に演奏してもら
うことになった。そのためか、チェロの低い、重い
音まではっきりと聞こえた。演奏後、楽団関係者が
「コンサートホールのような音が出ましたね」と参
加者の気持ちを代弁してくれた。� （石川洋）

（８ページに「クラブゲスト」）
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予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766

⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

委員長＝石川　一郎
委　員＝ 荒田　茂夫　五十嵐　裕　大寺　廣幸 

風間　　晋　神田　由紀　北村　節子 
佐塚　正樹　高橋　　茂　長澤　孝昭 
吉野　理佳

（事務局：長谷川和子　村田　茜）

☎03‒3503‒2752　FAX 03‒3503‒7271

会報委員会

会員現況 ⃝法人会員：136社　⃝基本会員：754人　⃝個人会員：1,381人　
⃝法人・個人賛助会員：62社・141人　⃝特別賛助会員：96人　
⃝名誉・功労会員：12人　⃝学生会員：84人 計：198社・2,468人

クラブの電話　ダイヤルイン

クラブ賞候補に８人、特別賞候補に７件が推薦
　2015年度の日本記者クラブ賞と同特別賞の会員か
らの候補推薦は１月末で締め切りました。「クラブ
会員または法人会員社に属する個人」が対象のクラ
ブ賞には８人が、「原則として会員以外のジャーナ
リストやジャーナリズム活動」が対象の特別賞には
７件が推薦されました。
　今後は、推薦委員会（個人D会員８人で構成）がま
ず審査し、ふさわしい候補を選考委員会（総務委員
15人で構成）に具申します。内規により、推薦委員は、
特別賞について会員からの推薦以外でも適格と思わ
れる候補を独自に推薦できます。４月に選考委員会
を開き、授賞者を理事会に答申、理事会が決定し発
表します。贈賞式は５月2７日、社員総会の日に行い
ます。

国産牛ロース肉のすき焼き鍋をどうぞ
　冬の鍋シリーズ第３弾です。2月2７日（金）まで、
夜の9階レストランでお楽しみいただけます。お一
人2,800円で、お二人からお受けします。ご利用の
際は予約（3503-2７23）をお願いします。

会員社ホール　│イ│ベ│ン│ト│情│報│
浜離宮朝日ホール▶浜離宮ランチタイムコンサート
vol.133　御喜美江アコーディオン・リサイタル　月
に１回、平日の昼時にクラシックを楽しめる好評シ
リーズです。２月は多彩な表現力で世界的に活躍す
るクラシック・アコーディオン奏者、御喜美江（みき・
みえ）が登場。グリーグの「叙情小曲集」など心温ま
る作品を届けます。
2/27（金）11時半開演（2,900円）●問い合わせ：03︲
3267︲9990●http://www.asahi︲hall.jp
日経ホール▶小澤真智子　NYアーバン・タンゴ・ト
リオ　米国を拠点にタンゴの魅力を発信し、ニュー
ヨークでも数々のメディアが絶賛。アドリアン・エ
ンリケス（ピアノ）を迎えた新生NYアーバン・タンゴ・
トリオが、ピアソラ、フリアン・プラサなどを演奏
します。
3/3（火）18時半開演（3,500円）●問い合わせ：03︲
3943︲7066●http://www.nikkei︲hall.com
サントリーホール▶被災地の高等学校吹奏楽部生に
よる「みちのくウインド・オーケストラ vol.3」　岩手
県の気仙・釜石・遠野・宮古地区の高校吹奏楽部に
よるオーケストラ。日野皓正（トランペット）、勝山
雅世（オルガン）の演奏とともにお楽しみください。
入場（公募抽選）については下記まで。
4/1（水）17時開演●問い合わせ：0570︲55︲0017●
http://suntory.jp/HALL/
王子ホール▶MAROワールド Vol.25 “ベートーベン 
Part.IV”　N響コンサートマスターの篠崎史紀がホス
トを務める王子ホールの看板シリーズ。今回はベー
トーベンが少年時代に作曲した、知られざるピアノ
四重奏曲をお届けします。
3/20（金）19時開演（7,000円）●問い合わせ：03︲
3567︲9990●http://www.ojihall.jp/

和食　如月懐石（2/27まで）
　先付：ふぐ煮こごり、帆立貝酢の物ほか　お椀：
清汁仕立て　刺身：三点盛り　焼物：蟹甲羅焼き
　煮物：鶏治部煮　揚物：子持昆布と筍の挟み揚
げ、たらの芽ほか　食事：蟹雑炊　水菓子：季節
の果物　グラス冷酒付き（5,400円）�（板長：大井由光）
洋食　鹿背肉のソテーコース（2/28まで）
　ズワイ蟹のカクテルとカリフラワーのムース、
オリーブ風味のコンソメ　小松菜・春雨入り、鹿
背肉のソテー　芳醇な赤ワインソース、トスサラ
ダ、アップルパイ、パン、コーヒー付き（3,780円）。
ランチ、ディナー（土曜日はランチのみ9階レス
トラン）ともにご利用いただけます。
� （シェフ：黒須修一） 春の異動　会員登録変更のお届けを

――役職変更もご連絡ください――
　会員の入会、退会には所定の「変更届」がありま
す。変更は会員資格委員会にはかられます。変更の
ある場合は事務局の青山（電話03-3503-2７2７　e-mail
aoyama@jnpc.or.jp）へご連絡ください。役職変更だ
けの場合もお知らせ願います。

＜法人会員代表変更＞
中国放送　大原健嗣報道制作局長（旧・徳光国弘）

＜訃報＞
　澤野正美会員（日本海事新聞取締役営業局長、59
歳）が１月12日、ジャック・ルイルリー会員（AFP
通信東京支局長、61歳）が同18日肺がんのため、長
谷川洋三会員（日本経済新聞出身、７1歳）が同20日
膵臓がんのため死去されました。謹んでご冥福をお
祈りいたします。

2月の行事予定（2/4現在）

17㊋
1４：00 ～ 15：30　宴会場（9階）
著者と語る　『ジャスミンの残り香─「アラブの春」が
変えたもの』田原牧　中日新聞・東京新聞記者

23㊊
14：00 ～ 15：30　10階ホール
シリーズ企画「戦後70年　語る・問う」
宮本康昭　元裁判官・弁護士

レストラン＊価格はすべて税込です

●民主党代表選立候補者討論会（2015.1.8）
●シリーズ企画「戦後７0年　語る・問う」⑨　渡辺
靖・慶應義塾大学教授「アメリカにとって『戦後』
とは何か」（201４.12.12）

●研究会「イスラーム国をめぐる諸問題」　田中浩
一郎・日本エネルギー経済研究所中東研究センタ
ー長、保坂修司・同副センター長（201４.12.4）

●松尾好治会員（共同通信出身）「ニクソンからフォ
ードへ―手探りの経済秩序」

■会員エッセー　私の取材余話

■会見詳録　1月のアップロード
HP ➡ http://www.jnpc.or.jp/

NEW!
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撮影：中
なか

西
にし

　幸
ゆき

大
ひろ

（神戸新聞社映像写真部）

阪神・淡路大震災の年に生まれた歌「しあわせ運べるように」を歌う新成人たち
＝２０１５年１月１２日、ノエビアスタジアム神戸

写 真 回 廊

　

あ
れ
か
ら
、
も
う
20
年
た
っ
た
の
か
と
思
う
。
あ
の
と
き

生
ま
れ
た
子
が
、
も
う
成
人
式
を
迎
え
た
。
１
月
12
日
、
神

戸
市
兵
庫
区
の
ノ
エ
ビ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
神
戸
で
開
か
れ
た
神

戸
市
主
催
の
成
人
式
に
は
、
約
９
８
０
０
人
が
振
り
袖
姿
な

ど
盛
装
で
参
加
し
た
。
一
見
、
華
や
か
で
は
あ
る
が
、
新
成

人
に
と
っ
て
は
、
親
か
ら
当
時
の
状
況
を
聞
く
に
つ
け
感
慨

深
い
も
の
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

１
９
９
５
年
１
月
17
日
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
６
４

３
４
人
が
犠
牲（
他
に
行
方
不
明
３
人
）と
な
っ
た
。
２
０

１
１
年
東
日
本
大
震
災
の
死
者
は
１
万
５
８
８
９
人
、
行
方

不
明
２
５
９
４
人
だ
。
昨
年
は
57
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た
御

嶽
山
の
噴
火
に
続
い
て
、
犠
牲
者
こ
そ
出
し
て
い
な
い
も
の

の
阿
蘇
や
桜
島
、
口く

ち

永の
え

良ら

部ぶ

島じ
ま（

鹿
児
島
）と
火
山
の
噴
火

活
動
が
活
発
化
し
て
い
る
。
74
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た
広
島

市
の
土
砂
災
害
も
あ
っ
た
。

　

ま
さ
に
日
本
列
島
は
災
害
列
島
だ
。
そ
れ
は
列
島
が
太
平

洋
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
、
北
米
の
４
つ
の
プ
レ

ー
ト
の
境
界
に
位
置
す
る
以
上
、免
れ
な
い
宿
命
と
い
え
る
。

過
去
の
大
地
震
発
生
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
か
ら
し
て
東
海
、
東

南
海
、
南
海
大
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
久
し
い
。
し
か

し
、
備
え
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　

東
北
地
方
に
は「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」と
い
う
言
葉
が
あ

る
。
津
波
が
起
き
た
ら
、
ま
ず
一
人
ひ
と
り
が
て
ん
で
ん
ば

ら
ば
ら
に
逃
げ
る
。「
自
助
」第
一
だ
。自
助
で
き
て
こ
そ「
共

助
」で
き
る
。
実
際
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
も
隣
近
所
の

人
に
救
い
出
さ
れ
た
人
が
多
か
っ
た
。
最
後
は「
公
助
」だ

が
、
公
助
を
当
て
に
し
過
ぎ
て
は
な
ら
な
い
。

�

（
井
芹　

浩
文
）

災
害
列
島
の
教
訓




